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中国との絆

　「それは数奇をきわめた辞典であった。はじめ中国は上海の同文書院に
呱々の声をあげ、十数年にして終戦とともに中国に接収された。書院の教授
たちは、おそらく永久に日の目をみないものとおもわれたにちがいない。戦
後十年にちかく、その厖大な資料が中国から返還された。そだての親たち
のうれしさは想像にあまりある。それよりさらに十年、日本は豊橋の愛知大
学で根本的な検討と整理がくわえられ、いまようやく刊行されようとしてい
る。それは実に、日中両国民の心血がそそがれていた。
　日中両国は、いわゆる一衣帯水のあいだにありながら、言語系統のまった
くちがった民族である。しかも、日本は中国の漢字を吸収し、もっぱら漢字
によって意思をつたえようとして、中国の言語そのものに肉薄することを
おこたった。こうして中国語の研究はおくれ、中国語の辞典が本格化した
のは、きわめて最近のことにすぎない。自然、この辞典のごとき厖大なもの
は、まだあらわれていない。いまやその刊行によって、中国の古今東西にわ
たるおびただしい語彙は、きわめて容易に検索することができ、日本の中国
語研究に一大利便をくわえることになった。
　おもえば、この辞典は、かつて日中両国のあいだに介在して数奇な運命を
たどったが、それはやがて両国文化交流の使節たる資格を賦与される所以と
なった。前後三十余年にわたる編集各位の努力にたいし、こころからなる敬
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意をささげたいとおもう。」
　これは初版発売（昭和42年）にあたり寄せられた倉石武四郎東京大学名
誉教授の “日中文化交流の使節” と題する推薦文である。
　辞典カードの返還申請から返還、辞典の編集と刊行、贈呈、辞典座談会
開催にいたる全過程が日中文化交流そのものである。とりわけ同文書院
（カードの作成）廃校から戦後の愛大創立（カードの申請）の時期は中華民
国（カードの接収）から中華人民共和国（カードの返還）への大変革期と重
なった。そのさなかにカードと密接に関わったのが郭沫若、鄭振鐸、康大
川、馮乃超、李何林の各氏であり、そのおかげで “日中文化交流の使節” と
しての『中日大辭典』が誕生したと言っても過言ではない。
　中国との絆と題して、各氏の略歴を付しあらためて辞典との関係をあきら
かにしておく。

郭沫若

　1892（清光緒18）年11月16日生、1978年６月12日没。四川省楽山出身。
本名は開貞。沫若の名は、四川すなわち大渡河、岷江、沱江、嘉陵江のうち
大渡河の古名沫水の沫と岷江の支流賀河の古名若水に由来する。詩人、作
家、文学者、歴史学者、甲骨（文字）学者にして政治家。行、草書に優れた
書家。文学作品、学術研究書などの著書多数。
　1912（大正２）年末に来日し中国人留学生のため開設された第一高等学校
予科で日本語を学ぶ。岡山の第六高等学校から九州帝大医科へ進むが、六高
時代に知りあった成彷吾や東京で留学中の張資平、郁達夫らと交わり、1922

年に文学団体創造社を結成し活発な文学活動をおこした。1926年国民革命
軍の北伐に参加し政治部宣伝科長兼副主任として活躍したが、蒋介石の反共
クーデターの後日本に亡命した。
　在日中は中国古代社会や甲骨文字などの研究に専念し『中国史稿』、『甲
骨文字研究』などの学術論文を発表、中央研究院院士となる。1937年日中
戦争が始まると帰国し国民政府軍事委員会政治部第三庁主任として活躍し、

― 　―



17

資料による中日大辞典編纂所の歴史 ７

1941年重慶で郭の功績を讃えて開催された大会では周恩来から “新文化運
動の主将” と讃えられた。その後、蒋介石の独裁に反対して職を辞し、政治
活動から距離をおき、主に文筆活動を通して反蒋抗日運動を展開した。歴史
劇『屈原』や哲学書『十批判書』を発表し活発な著作活動をおこなった。
　1949年新中国成立後は中国科学院初代院長、中国文学芸術界聯合会主席、
全国政治協商会議副主席、中国人民保衛世界和平委員会主席、中国日本友好
協会名誉会長などを歴任し、中国の文化、学術界を代表する人物として、と
くに国交断絶中においては日中民間外交の中国側の窓口となった。
　辞典との関係では、昭和24年カード返還を要請した相手が中国科学院院
長の肩書をもつ郭沫若氏であったこと、同32年中国学術代表団団長として
来日の際に愛大訪問の要請をうけ馮乃超副団長を代理として派遣し辞典編纂
を励ましたこと、また同33年鈴木が愛知県平和代表団副団長として訪中の
さい郭氏と会見し辞典編纂の進捗について報告したこと、また同41年日中
友好市長訪中団団長の本学理事河合陸郎豊橋市長と会見したさい「激濁揚
清」の書を揮毫し辞典編纂所を激励されたこと、同43年『中日大辭典』が
誕生し中国日本友好協会及び郭沫若名誉会長に贈呈されたこと、同48年南
開大学の辞典座談会の開催に尽力し辞典関係者と懇談したことなどが特筆さ
れる（編纂所の歴史２）。

鄭振鐸

　1898（清光緒24）年12月19日生、1958年10月17没。浙江省永嘉県出身。
訓詁学者、国文学者、作家、蔵書家。筆名は西諦。詩集、短編小説集や『挿
図本中国文学史』、『中国俗文学史』など多数の学術著作がある。
　北京の鉄路管理伝習所で学び五四運動に参加、瞿秋白と文学雑誌『新社
会』を出す。1920年に茅盾、胡愈志らと文学研究会を結成し、のちに彼ら
と上海商務印書館編輯の職につき、雑誌『小説月報』を担当し文学運動をお
こなった。また上海大学、燕京大学、清華大学などで教鞭をとり社会運動に
参加したが、1927年蒋介石の反共クーデター後に渡欧し、英、仏などで中

― 　―
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国の古典文学、俗文学などの研究、著述に没頭した。1931年満洲事変後に
帰国し上海商務印書館編輯の職に復帰して『魯迅全集』などを編集出版し、
ふたたび燕京大学、清華大学などで教鞭をとった。
　1937年日中戦争が起こると胡愈志らと上海文化界抗日救亡協会をたちあ
げ抗日救国、反国民党独裁の運動を展開した。また戦火による善本の流失を
防ぐため文献保存同志会をつくり図書の買い上げを政府に迫り実現させた。
日本敗戦前後には『民主』、『文芸復興』などの雑誌を発行し、許広平、周建
人、李健吾らとともに上海文芸界の代表的人物として活発に平和、民主化運
動を展開した。1949年新中国成立後は人民政府国家文物局長兼文化部副部
長となり中国科学院考古研究所長を兼任し手腕をふるったが、1958年中国
文化代表団長として中東訪問の途中に飛行機事故で落命した。
　辞典との関係は、敗戦後南京上海地区における日本の学術文化機関所蔵図
書接収の専門委員として同文書院へ赴いたことから始まった。辞典カードの
接収に立ち会った鈴木は鄭振鐸に対し「もし事情が許すようになったら、わ
れわれの手でこの辞典を完成させてもらいたい」と口頭で申し入れた（編纂
所の歴史３、４）。鈴木のこの一言が後にカードの返還を実現させ、ひいては
辞典の誕生を可能としたのである。
　これ以降のカードに関しての公的見解は「中華民国国立編訳館に接収され
……解放後我が国の人民政府に接収された」、「カードの件について私たちは
各方面をさがしすでに関係部門の協力によりさがしだすことができた」とき
わめて簡単であり漠然としたものである（編纂所の歴史２）。
　ここで国立編訳館と上海商務印書館について説明する。国立編訳館は
1932年中華民国政府教育部が南京に設置した機関で、当初は文化学術書の
編集並びに翻訳を目的とした。しかし業務はしだいに科学技術用語、化学名
詞の統一、命名とその用語集および検定教科書などの編集に絞られた。戦中
は重慶に移転したが戦後ふたたび南京に戻り、解放後は人民政府出版総署
（署長胡愈志）に吸収された。上述のように胡愈志は鄭の知友である。
　上海商務印書館は清末民初に上海で創業した中国屈指の近代的印刷出版会
社で、北京に開設された京師大学堂とともに “中国近代文化双子星” と称さ

― 　―
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れた。民国になり新式小、中学校用教科書、『辭源』など各分野の辞書類、
また『東方雑誌』、『小説月報』などの雑誌類や各国語翻訳書の編集、印刷、
出版など近代中国の文化事業全般を語るのに欠かせぬ存在である。解放後北
京に移り上海の２字を除き商務印書館となった。
　辞典カードに関する範囲内で国語辞典についても触れておく。民国におい
て漢字の字形、発音、用法の整理統一をおこない、現代口語の国語辞典をつ
くることは近代国家を形成するための重要課題であった。同館が1936年か
ら1945年にかけて出版した教育部中国大辞典編纂所編『國語辭典』全４巻
はこれに沿ったものであったが、国語辞典の名からほど遠い内容であり要望
に応えられなかった。
　解放後新しい国語辞典を作成すべく出版総署編審局長兼副署長の葉聖陶の
提案で1950年新華辞書社が設立され、魏建功（北京大学教授）を社長兼主
編として編集が始められた。同時に人民教育出版社（社長葉聖陶）を発足さ
せ、その結果1953年に新華辞書社編、人民教育出版社出版、新華書店発行
の『新華字典』が誕生し、最初の口語の小型国語字典（もじ辞典）となっ
た。1956年新華辞書社が中国科学院（現中国社会科学院）語言研究所へ編
入された後は同研究所詞典編輯室編、商務印書舘出版となり、2020年には
第12版を出した。
　また国語辞典としては1965年丁声樹主編、語言研究所詞典編輯室編『現
代漢語詞典』（呂叔湘主編の1960年試印本を原本とする）試用本が内部出版
され、文化大革命後の1978年同館から正式に出版された。最初の本格的な
国語辞典（ことば辞典）として2016年には第７版を出した。さらに1975年
新華詞典編纂組編の『新華詞典』が中国最初の総合的国語辞典として商務印
書館から出版され、2013年には第４版を出した。
　この間のカードの動きは、1945年９月カード接収に鄭の立ち会い、カー
ド国立編訳舘が所管。1949年10月人民政府出版総署が所管、カードは上海
商務印書館へ移管される。1950年新華辞書社設立、同社でカードを利用。
同年末、康によるカード調査。1951年初カードは鄭の手元にあることが判
明。1952、53年中国政府における審議、1953年10月愛大からカード返還の

― 　―
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正式要請。1954年４月中国人民保衛世界和平委員会からカード返還の通知。
同年９月カードの日本に到着となる（編纂所の歴史２）。
　ただ鄭振鐸先生にこの辞典をご覧いただけなかったことはまことに遺憾で
ある。

康大川

　1915年生、2004年没。原籍台湾苗栗人。本名は天順。『孟子』の「順天者
存、逆天者亡」からの命名を嫌って順の頁を取り去り川、天の横棒を一つ抜
いて大、これを逆さにしたという。東京の錦城学園を経て早稲田大学商科を
卒業。戦争が始まり帰国し1938年国民政府軍事委員会政治部第３庁文化工
作委員会（主任郭沫若）に属し、日本軍兵士への宣伝工作を担当した。1941

年皖南事件後に郭の協力で国民政府軍政部第２捕虜収容所（貴州鎮遠和平
村）の主任管理員となり日本軍捕虜の世話をした。その後国民党によって投
獄させられたが郭の援助で1946年国共双十協定後に自由を回復し復職、帰
国する日本軍捕虜に付き添い上海に出る。解放後は日本語翻訳専門家とし
て外文出版社に勤務し中国翻訳工作者協会理事として活動したが、その後人
民政府新聞総署国際新聞局（局長喬冠華）へ転じ日語科長兼人事科長となっ
た。1963年より『人民中国』日本語版編集長となり、後に同社の顧問となる。
　康は島田政雄を介して辞典カードと関わった。1946年上海で康は改造日
報社の島田ら日本人記者の援助を担当した。同社は敗戦後上海など各地で引
き揚げの配船待ちをしている在華邦人に対する平和、民主、軍国主義反対の
思想宣伝のため国民党軍第３軍司令湯恩伯によって設立された新聞社で、社
長、理事長、主筆などの幹部は共産党員である。『改造日報』のほか『改造
週報』、『改造評論』や叢書などを発行し活発な宣伝活動をおこなったが、国
民党の反対によって１年で廃刊となり、島田も強制帰国させられた。昭和
25年日本中国友好協会結成に参加した島田は文化担当理事として新聞総署
国際新聞局の康の協力を得て新中国の出版物著作権問題を解決したことが
あった。島田が辞典カードの調査を康に依頼した結果、カードの所在が判明

― 　―
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した。愛大が出した正式な返還要請書の宛先が『人民中国』編集部である理
由はここにあった（編纂所の歴史２）。
　この間のカードの動きは昭和20年９月カード接収、同24年10月新中国政
府樹立、同25年10月日中友好協会設立、本間から内山理事長へカード返還
要請打診、同年末島田から康へ調査依頼、昭和25年～27年康による調査結
果報告と中国側の審議、返還の内定、昭和28年９月返還要請状の宛先指示、
同年10月要請状提出、昭和29年４月カードを日本人民へ贈る旨の通知、同
年９月島田が天津で康よりカード受領、日本到着、同年末カード愛大に到
着、昭和30年４月華日辞典編纂処開設、編集開始となる。

馮乃超

　1901（清光緒２）年10月12日生、1983年１月没。広東省南海県塩歩区秀
水郷出身。詩人、作家、文芸評論家。在日華僑の有力者で横浜興中会主幹の
馮鏡如の子。1923年名古屋の第八高等学校を卒業、京都帝大で哲学、東京
帝大で美学、美学史を専攻した。1926年郭沫若らが組織した創造社の『創
造月刊』に詩『幻想的窓』を発表し同社の同人となった。翌年帰国したの
ち、李初梨らとともに成仿吾を中心とする後期創造社に参加し『創造月刊』
を主宰した。また夏衍と芸術劇社を結成し新劇運動をおこし演劇評論をおこ
なった。芥川龍之介の小説の翻訳などもある。1930年には魯迅、茅盾、郁
逹夫らと左翼作家連盟を結成した。のち中共中央宣伝部文化工作委員会書
記、『紅旗週報』編集者。開戦後1938年国民政府軍事委員会政治部第三庁主
任郭沫若の下で対日宣伝工作に従事し、中華全国文芸界抗敵協会を組織し周
恩来の下で活躍し国共談判における党代表の顧問となる。1949年人民政府
文化教育委員会副秘書長兼人事処処長などを歴任、文教、宣伝のほか人事、
紀律、検査などの党務に就いた。人柄は誠実で慎み深く、地位名利に甚だ淡
白であった。地下活動で漢奸（のち名誉回復）とされた潘漢年の入党推薦人
の立場を崩さなかったこと、かつて魯迅とともに周揚らのセクト主義を批判
した馮雪峰（人民文学出版社社長、『文芸報』編集長）が反右派闘争で失脚

― 　―
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し死後に名誉回復されたことで、馮雪峰に謝罪するよう周揚にいったことな
どは、その人柄を如実に伝えている。1950年から中山大学副学長として出
身地広東省へ出向した。降格同然の異動であったが周恩来の要請に応え欣然
として赴いたという。その後はひろく広東省の文化、教育、学術の指導にあ
たった。1975年より北京図書館（現中国国家図書館）顧問の地位にあった。
　辞典との関係では昭和30年12月郭沫若団長代理として愛知大学を訪問、
視察、辞典編纂を激励し “为中日两国文化交流打好坚实的基础” の書を寄
せ、愛大と中国との友好往来の鏑矢となった。『馮乃超年譜』によれば「1955

年12月25日に帰国、28日には上海に戻ったが、毛主席に訪日報告のため郭
沫若とともに広州へ呼ばれた」との記述がある。このとき愛大の辞典編纂に
触れたかどうか不明だが、カード返還の最終決定は毛沢東主席がおこなった
とする風説を補強する材料の一つかも知れぬ。また同53年６月、全国図書
館職員友好の翼訪中団に参加して北京図書館を訪問した本学図書館事務長山
下輝夫らが馮顧問と面談した。山下は帰国後『愛知大学通信』に “馮乃超先
生に再会” と題して、辞典第２版編纂の進捗状況を報告したとき「鈴木先生
はお元気でいらっしゃいますか」との言葉に感動したこと、また「その場で
前日に亡くなった郭沫若先生のお悔やみを申し上げられなかったことが悔や
まれてならぬ」ことを述べている。
　なお辞典第３版の編纂に協力された本学中国語講師の馮愛珠女史は馮乃超
先生の姪にあたる。

李何林

　1904（清光緒４）年１月31日生、1988年11月９日没。本名竹年。安徽省
霍邱県城の出身。文学評論家、現代文学研究者、教育者。1920年阜陽の省
立第３師範学校の給費生となり、五四運動の新思想を受け魯迅に心酔する。
卒業後南京の東南大学農学部で生物学を専攻、在学中に五三〇運動を経験
し、1926年上海で中央政治軍事学校武漢分校に入学、国民革命軍の北伐に
参軍し政治部宣伝科に配属された。第１次国共合作崩壊後1927年南昌起義

― 　―
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に参加した。のち郷里にかえるが国民党の追及をうけ、名を変えて魯迅の指
導する北京の未名社（出版社）に避難した。1928年には革命文学論争を活
発に展開し『中国文芸論戦』、『魯迅論』を編輯、出版した。翌年天津女子師
範学院の教師となり、魯迅の『中国小説史略』を講じた。のち太原、済南、
北京で教師をしたが、1937年日中戦争が始まると重慶に移り『近二十年中
国文芸思潮論』を執筆した。1942年昆明で中華全国文芸界抗敵協会理事と
なり、聞一多の雲南省中国民主同盟の文芸工作委員会の活動を兼務して活動
した。
　戦後1946年７月聞一多が国民党のテロに暗殺され上海に戻り解放区へ入
ることを画策したが実現せず、同年末に台湾省立編訳館館長許寿裳（魯迅の
友人）をたよって上海を離れ台湾へ渡った。日本化された台湾人を国民（中
国人）化させるため、台湾省行政長官となった国民党の陳儀の要請によって
許寿裳は来台し、同館を拠点に魯迅の思想と作品を学校教育、社会教育の手
本にして台湾の新文化運動を展開した。しかし翌年、二二八事件がおこり陳
儀は解任され編訳館も閉鎖された。さらに許が国民党テロに暗殺されたため
李は急ぎ台湾を逃れ、上海、北京、天津、石家荘を経て解放区に入り華北大
学の教授となった。新中国成立後は教育部で『中国高校新文学教学大綱』の
制定に参加したが、1950年北京師範大学教授となり、1952年から南開大学
中文系主任として勤務した。1975年新設の北京魯迅博物館館長兼魯迅研究
室主任に転じ博物館の整備と研究室の基礎をうちたて『魯迅手筆稿全集』、
『魯迅研究資料』など編集出版した。早期には魯迅を誹謗中傷する勢力とた
たかい、晩年には魯迅を神格化し利用する輩とたたかい、生涯を敬仰魯迅、
研究魯迅、宣伝魯迅に捧げたと評される。
　辞典との関わり合いは南開大学における中日大辞典座談会の主催責任者と
なったことによるもので、この記録はすでに「編纂所の歴史６」において詳
しく述べた。李先生は広州―上海―天津―北京―西安―上海―広州と１、２
日間滞在し見学、会見、座談をおえて次へ移動する３週間の全行程をわれわ
れに随伴された。古希を過ぎた李先生の終始かわらぬ誠実な対応に一同深い
感銘をうけた。『李何林先生紀念集』中の年譜1973年の項には「６月南開大

― 　―
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学に来た日本愛知大学訪華代表団を接待す」との記述がある。

資料
７‒１　中国との絆
　ａ　郭沫若 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
　ｂ　鄭振鐸 (1) (2)
　ｃ　康大川 (1) (2) (3) (4) (5)
　ｄ　馮乃超 (1) (2) (3) (4)
　ｅ　李何林

今泉潤太郎　Imaizumi Juntaro　愛知大学名誉教授　専門：中国語学

― 　―
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7-1a(1) 
 

中中
日日
大大
辞辞
典典
生生
みみ
のの
親親  

故
郭
沫
若
氏 
側
面
か
ら
友
好
支
え
る 

  

歴
史
学
者
に
し
て
詩
人
、
劇
作
家
で
も
あ
り
一
流
の
書
家
で
も
あ
っ
た
郭
沫
若
氏
は
、
現
代
中
国
最

高
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
大
の
知
日
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
と
の
つ
な
が
り
は
、

大
正
初
め
の
六
高
留
学
か
ら
。
日
本
の
女
性
と
結
婚
し
、
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
が
、
蒋
介
石
の
ク
ー
デ

タ
ー
で
再
び
亡
命
し
、
千
葉
県
市
川
市
に
住
む
な
ど
、
日
本
と
の
か
か
わ
り
は
深
い
。
日
本
文
化
人
と

の
幅
広
い
交
遊
か
ら
、
戦
後
、
苦
難
の
道
に
あ
っ
た
日
中
関
係
を
側
面
か
ら
支
え
て
き
た
。
日
本
そ
ば

が
大
好
き
で
、
ザ
ル
四
枚
は
食
べ
た
と
い
う
、
こ
の
巨
人
の
死
を
、
知
る
人
た
ち
は
、
心
か
ら
悼
ん
で

い
る
。 

 

「
中
日
大
辞
典
づ
く
り
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
の
に
。
惜
し
い
人
を
亡
く
し
ま
し
た
。」

愛
知
県
豊
橋
市
の
愛
知
大
学
教
授
ら
は
こ
う
い
っ
て
肩
を
落
と
し
た
。
郭
氏
は
同
大
学
が
四
十
三
年
二

月
に
刊
行
し
た
中
日
大
辞
典
の
生
み
の
親
と
も
い
え
る
人
だ
。 

 

も
と
も
と
、
こ
の
辞
典
づ
く
り
は
、
愛
知
大
の
〝
前
身
〟
で
あ
る
東
亜
同
文
書
院
の
教
授
ら
が
戦
前

か
ら
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
敗
戦
で
約
十
四
万
枚
（
約
七
、
八
万
語
）
に
の
ぼ
る
資
料
カ
ー
ド

は
す
べ
て
中
国
側
の
手
に
渡
っ
た
。 

 

二
十
八
年
に
な
っ
て
鈴
木
択
郎
教
授
ら
が
郭
氏
あ
て
に
手
紙
を
出
し
「
辞
典
づ
く
り
の
た
め
、
資
料

カ
ー
ド
を
返
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
郭
氏
ら
は
「
返
還
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
日
本
人
民
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
ょ
う
」
と
理
解
を
示
し
、
翌
二
十
九
年
九
月
、
資
料
カ
ー
ド

は
木
箱
に
詰
め
ら
れ
、
愛
知
大
に
送
り
届
け
ら
れ
た
。
こ
の
カ
ー
ド
を
入
手
、
三
十
年
四
月
か
ら
本
格

的
な
辞
典
編
集
に
着
手
、
画
期
的
な
中
日
大
辞
典
を
完
成
し
た
。 

     

〔
注
〕
朝
日
新
聞
夕
刊
昭
和
五
十
三
年
六
月
十
三
日
記
事
。 

７‒１ａ(1)
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7-1a(2) 
 

1 
 

郭郭
沫沫
若若
氏氏
のの
墨墨
跡跡  

鈴 

木 

択 

郎 

  

偉
大
な
学
者
、
政
治
家
郭
沫
若
氏
を
失
っ
た
こ
と
は
日
中
両
国
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
、
郭
氏
の

こ
と
を
記
す
に
あ
た
っ
て
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。 

 

郭
氏
と
愛
知
大
学
と
が
交
渉
を
持
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
、
中
日
大
辞
典
原
稿
の
返
還
を

願
い
出
た
と
き
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
日
中
間
の
個
人
通
信
な
ど
は
非
常
に
不
便
な
と
き
だ
っ
た
。

そ
れ
で
返
還
願
い
出
の
手
紙
は
日
中
友
好
協
会
理
事
長
で
あ
っ
た
内
山
完
造
氏
に
依
頼
、
中
国
科
学
院

長
の
郭
沫
若
氏
あ
て
に
託
送
さ
れ
た
。
間
も
な
く
、
調
査
中
と
の
返
事
が
あ
っ
た
。
現
物
の
在
り
か
の

調
査
や
送
還
方
法
等
が
研
究
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
約
一
年
間
は
は
っ
き
り
し
た
通
信
は

な
か
っ
た
。
現
物
が
引
き
揚
げ
船
興
安
丸
に
託
送
さ
れ
、
舞
鶴
港
に
到
着
し
た
の
は
翌
二
十
九
年
九
月

で
あ
っ
た
。 

 

三
十
年
十
二
月
、
郭
氏
は
中
国
学
術
視
察
団
長
と
し
て
来
日
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
郭
氏
は
時
間
の
都

合
で
豊
橋
へ
行
け
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
愛
知
大
学
を
訪
問
さ
れ
た
の
は
副
団
長
の
広
州
中
山
大

学
副
学
長
馮
乃
超
氏
だ
っ
た
。 

 

私
が
初
め
て
郭
氏
に
会
っ
た
の
は
三
十
三
年
、
愛
知
県
和
平
代
表
団
の
副
団
長
と
し
て
訪
中
し
た
と

き
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
五
月
一
日
の
労
働
節
、
北
京
・
天
安
門
前
の
祝
賀
会
に
招
待
さ
れ
た
。
要
人

が
立
ち
並
ぶ
天
安
門
回
廊
の
背
後
の
部
屋
で
、
各
団
員
が
色
紙
を
い
た
だ
い
た
。
私
の
に
は
「
己
所
不

欲
勿
施
於
人
」
と
い
う
文
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
会
見
は
非
公
式
で
あ
っ
た
た
め
か
通
訳
が
つ
か
な

か
っ
た
が
、
郭
氏
は
流
暢
（
り
ゅ
う
ち
ょ
う
）
な
日
本
語
で
話
し
て
く
れ
た
。
祝
賀
余
興
の
豪
華
な
花

火
が
上
が
る
直
前
だ
っ
た
の
で
会
見
も
あ
わ
た
だ
し
く
終
わ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。 

 

郭
氏
を
正
式
訪
問
し
た
の
は
、
四
十
八
年
五
月
、
南
開
大
学
の
招
き
で
訪
中
し
た
と
き
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
は
も
っ
ぱ
ら
中
日
大
辞
典
検
討
会
の
た
め
の
訪
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
会
見
場
所
は
北
京

の
人
民
大
会
堂
。
私
た
ち
は
大
広
間
か
ら
左
側
の
北
京
庁
と
い
う
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
郭

氏
と
同
席
者
四
、
五
人
が
私
た
ち
を
待
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

私
た
ち
の
方
か
ら
は
中
日
大
辞
典
の
原
稿
カ
ー
ド
を
贈
っ
て
下
さ
っ
た
好
意
を
謝
し
、
先
方
か
ら
は

中
日
大
辞
典
千
二
百
冊
の
寄
贈
に
感
謝
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
話
題
は
主
と
し
て
中
国
簡
化
字
の

こ
と
に
な
り
、
新
簡
化
漢
字
は
い
ず
れ
発
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
た
ち
と

し
て
は
近
く
辞
典
の
増
改
訂
に
入
る
予
定
か
ら
、
こ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
発
表
し
て
も
ら
い
た
い
と
要

望
し
た
が
、
郭
氏
は
「
そ
れ
は
請
け
合
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
笑
っ
て
い
た
。
話
題
に
な
っ
た
第

二
次
簡
化
漢
字
は
、
今
春
発
表
さ
れ
た
の
で
、
注
文
通
り
間
に
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

「
書
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
郭
氏
は
中
国
に
お
い
て
も
有
数
な
能
書
家
で
あ
る
。
私
の
目
に
触
れ
た

も
の
だ
け
で
も
北
京
の
故
宮
博
物
館
の
北
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
故
宮
博
物
館
」
の
文
字
は
一

辺
が
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
雄
渾
（
ゆ
う
こ
ん
）
な
大
字
、
西
安
の
「
半
坡
遺
跡
博
物
館
」

７‒１ａ(2)
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7-1a(2) 
 

2 
 

の
文
字
も
す
ば
ら
し
い
。 

 

愛
知
大
学
の
学
長
室
に
は
「
激
濁
揚
清
」
の
扁
（
へ
ん
）
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
四
十
一
年
四
月
、

河
合
陸
郎
豊
橋
市
長
（
当
時
）
が
訪
中
す
る
際
、
愛
知
大
学
は
河
合
市
長
に
郭
氏
へ
の
伝
言
を
依
頼
し

た
。
そ
れ
は
「
中
日
大
辞
典
に
対
し
郭
氏
の
寄
せ
ら
れ
た
好
意
と
協
力
に
対
し
愛
知
大
学
は
深
く
感
謝

し
て
い
る
。
お
か
げ
で
辞
典
は
近
く
発
刊
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」
と
感
謝
と
辞
典
近
刊
の
報
告
を
し
た

た
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
郭
氏
は
激
励
の
意
を
含
め
て
「
激
濁
揚
清
」
と
墨
痕
（
こ
ん
）

鮮
や
か
な
扁
額
を
河
合
市
長
に
託
し
て
贈
っ
て
下
さ
っ
た
。
私
は
こ
の
意
味
を
「
濁
っ
た
も
の
の
中
か

ら
清
い
も
の
を
選
び
出
す
」
と
理
解
し
て
い
る
。
愛
知
大
学
は
こ
の
よ
う
な
好
意
に
深
く
感
謝
し
、
扁

額
は
学
長
室
に
正
の
も
の
、
中
日
大
辞
典
刊
行
会
に
複
製
の
副
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

郭
氏
は
金
文
、
甲
骨
文
の
研
究
に
お
い
て
も
抜
群
の
業
績
を
残
し
、
甲
骨
文
に
関
す
る
著
書
も
多
い
。

た
だ
残
念
な
が
ら
私
は
郭
氏
の
甲
骨
文
で
書
か
れ
た
も
の
を
見
た
こ
と
は
な
い
。 

（
愛
知
大
学
名
誉
教
授
） 

     

〔
注
〕
昭
和
五
十
五
年
六
月
十
五
日 

朝
日
新
聞
夕
刊
「
き
ょ
う
の
い
す
」 

７‒１ａ(2)
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1 
 

河河
合合
陸陸
郎郎
ささ
んん
のの
思思
いい
出出  

本 

間 

喜 

一 

 

河
合
さ
ん
と
知
り
あ
い
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
、
す
な
わ
ち
敗
戦
の
翌
年
七
月
の
盛
夏
で

あ
っ
た
。
河
合
さ
ん
は
、
当
時
県
会
議
員
で
毎
日
、
ヨ
レ
ヨ
レ
の
ズ
ボ
ン
と
開
衿
シ
ャ
ツ
に
、
鳥
打
帽

子
の
軽
装
で
、
豊
橋
と
名
古
屋
間
を
往
復
し
、
謙
遜
な
、
一
見
自
由
人
の
風
で
気
さ
く
で
あ
り
、
他
人

に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
人
徳
を
そ
な
え
も
っ
た
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
一
般
市
民
が
市
長
の
名
称
を
、

「
陸
さ
ん
」
の
愛
称
で
呼
ん
で
い
た
こ
と
で
も
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。 

 

愛
知
大
学
で
は
、
女
子
短
大
の
父
兄
会
会
長
や
愛
大
理
事
の
職
を
お
願
い
し
た
が
、
き
わ
め
て
気
軽

に
快
く
引
き
う
け
て
い
た
だ
い
た
。 

 

愛
知
大
学
の
中
日
辞
典
編
纂
室
の
西
側
の
壁
に
は
、
郭
沫
若
氏
（
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
）
の
揮

毫
に
よ
る
「
激
濁
揚
清
」
の
額
が
掛
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
河
合
さ
ん
が
中
国
視
察
の
際
に
、
郭
さ

ん
よ
り
委
託
さ
れ
て
、
愛
知
大
学
へ
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
。
河
合
さ
ん
は
、
豊
橋
市
長
時
代
に
全
国

市
長
有
志
団
体
の
団
長
と
し
て
中
国
を
視
察
さ
れ
た
時
、
北
京
に
到
着
し
た
際
に
多
忙
な
団
長
の
仕
事

の
余
暇
を
さ
い
て
郭
さ
ん
を
訪
問
し
、
愛
知
大
学
の
中
日
辞
典
編
纂
の
経
過
を
詳
し
く
報
告
し
た
所
、

郭
さ
ん
は
か
ね
て
日
本
に
辞
典
原
稿
カ
ー
ド
十
五
万
枚
の
送
付
に
尽
力
さ
れ
た
事
を
想
い
出
し
、
辞
典

の
完
成
の
な
り
行
き
を
心
配
し
て
い
た
の
で
、
河
合
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
こ
と
の
ほ
か
喜
び
、
す
ぐ
さ

ま
前
記
の
揮
毫
を
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

因
み
に
、
こ
の
辞
典
は
、
昭
和
四
十
三
年
完
成
し
て
、
第
一
版
を
出
し
た
が
、
朝
日
、
毎
日
両
新
聞

社
は
各
一
千
部
を
購
入
し
て
中
国
政
府
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
編
集
の
由
来
は
辞
典
序
文
に
故
鈴
木
択
郎

編
集
委
員
長
の
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
河
合
さ
ん
の
御
親
切
に
甘
え
て
色
々
と
御
示
教
を
仰
い
だ
も
の
だ
っ
た
。 

 

当
時
、
坊
間
の
噂
と
し
て
愛
知
大
学
の
西
側
の
田
原
街
道
は
三
十
二
間
に
広
げ
、
豊
橋
鉄
道
を
複
線

に
し
て
愛
知
大
学
の
中
を
通
過
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
市
区
改
正
法
に
よ
れ
ば
、
こ
ん
な
事
は

朝
め
し
前
だ
と
い
っ
て
い
た
。
私
は
河
合
さ
ん
に
た
ず
ね
た
所
、
彼
は
一
寸
考
え
て
、
「
そ
ん
な
め
ん

ど
う
な
事
は
、
私
が
（
河
合
さ
ん
が
）
死
ん
だ
先
の
、
先
の
事
だ
。
」
と
い
わ
れ
、
更
に
少
し
考
え
て

か
ら
、
何
か
お
も
い
つ
い
て
、「
こ
の
間
、
豊
橋
鉄
道
の
社
長
に
あ
っ
た
が
、『
愛
知
大
学
の
中
を
、
複

線
に
し
て
豊
橋
鉄
道
を
通
す
事
は
、
本
間
が
死
な
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。』
と
こ
ぼ
し
て
い
た
よ
。
」
と
付

言
し
た
。 

 

そ
の
社
長
も
数
年
前
に
も
は
や
死
に
、
本
間
は
い
ま
で
も
延
々
馬
令
を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
も
天
命

な
の
だ
ろ
う
。 

 

な
お
、
そ
れ
か
ら
河
合
さ
ん
の
お
亡
く
な
り
に
な
る
二
か
月
ほ
ど
前
、
愛
知
大
学
創
立
三
十
年
の
記

念
式
典
に
河
合
さ
ん
が
出
席
な
さ
っ
た
の
で
、
式
後
、
校
庭
で
立
ち
話
の
折
り
に
、
「
河
合
さ
ん
は
、

な
ぜ
任
期
中
に
市
長
を
止
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」
と
た
ず
ね
る
と
、
き
わ
め
て
抽
象
的
に
ム
ニ
ャ
、

ム
ニ
ャ
と
申
さ
れ
た
が
、
他
の
人
が
来
た
の
で
質
問
を
止
め
に
し
た
。
あ
と
に
な
っ
て
も
っ
と
聞
い
て

７‒１ａ(3)
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2 
 

お
け
ば
よ
か
っ
た
と
思
う
。
ま
こ
と
に
残
念
な
事
で
あ
る
。 

 

市
長
と
し
て
の
河
合
さ
ん
に
点
数
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
百
点
満
点
を
送
り
た
い
。
心
に
残
る
、
い

い
人
だ
っ
た
。 

＝
口
述
筆
記
に
よ
る
＝
（
愛
知
大
学
名
誉
学
長
） 

     

〔
注
〕
「
河
合
陸
郎
伝
」
一
九
八
二
年
刊
所
載
。 

河
合
陸
郎
氏
が
「
激
濁
揚
清
」
の
書
を
愛
大
に
持
参
さ
れ
、
辞
典
室
に
来
た
折
の
話
で

は
、
俺
は
他
の
市
長
連
と
は
違
う
ぞ
と
中
国
側
に
郭
氏
と
の
面
会
を
申
し
込
ん
だ
。
愛

知
大
学
へ
「
激
濁
揚
清
」
と
書
い
て
く
れ
た
の
で
、
つ
い
で
に
自
分
に
も
一
つ
と
た
の

ん
だ
ら
、
快
く
書
い
て
く
れ
た
云
々
。 

７‒１ａ(3)
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河河
合合
豊豊
橋橋
市市
長長
がが
訪訪
中中
のの
途途
へへ    

 
 

中
日
友
好
協
会
の
招
き
で
二
十
七
日
中
共
を
訪
問
す
る
〝
日
本
地
方
自
治
友
好
代
表
団
〟
の
団
長
、

河
合
陸
郎
豊
橋
市
長
は
、
二
十
二
日
午
後
三
時
四
十
分
豊
橋
駅
発
の
新
幹
線
特
急
「
こ
だ
ま
」
で
東
京

へ
向
か
っ
た
。
二
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
東
京
・
平
川
町
の
都
市
セ
ン
タ
ー
で
一
行
の
長
野
、
上
田
（
長

野
県
）
釧
路
（
北
海
道
）
宿
毛
（
高
知
県
）
の
四
市
長
と
落
ち
合
っ
て
結
団
式
を
し
、
二
十
七
日
午
前

十
時
三
十
分
羽
田
発
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
機
で
香
港
へ
向
か
い
、
二
十
八
日
か
ら
一
カ
月
の
予
定
で
中
共

を
訪
問
す
る
。 

 

新
幹
線
ホ
ー
ム
に
は
、
地
元
知
名
人
た
ち
役
三
百
五
十
人
が
集
ま
っ
た
。
豊
橋
商
議
所
職
員
の
寺
部

恵
子
さ
ん
か
ら
河
合
市
長
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
木
和
田
為
作
市
議
会
議
長
の
お
ん
ど
で
万
歳
三
唱
が
あ

っ
た
あ
と
、
河
合
市
長
は
「
川
島
・
周
会
談
の
ま
と
め
役
の
よ
う
な
大
き
な
気
持
ち
で
行
っ
て
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
笑
わ
せ
た
。
こ
の
あ
と
日
中
友
好
協
会
豊
橋
支
部
長
、
小
岩
井
多
嘉
子
女
史
か
ら
、

廖
承
志
中
日
友
好
協
会
長
と
呉
徳
峰
中
国
政
治
法
律
学
院
長
あ
て
の
手
紙
が
手
渡
さ
れ
た
。 

 

河
合
市
長
は
「
国
際
的
な
激
動
期
に
あ
る
中
共
の
姿
を
見
て
き
た
い
。
愛
大
の
〝
中
日
辞
典
〟
が
出

版
さ
れ
る
こ
と
も
知
ら
せ
て
く
る
」
と
い
っ
て
い
た
。
中
共
で
は
上
海
、
北
京
な
ど
十
余
都
市
を
訪
れ
、

各
地
の
産
業
、
行
政
視
察
を
し
五
月
末
、
帰
国
す
る
。 

   

注 

中
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
四
月
二
三
日
所
載
。 

    

７‒１ａ(4)
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北北
京京
かか
らら
河河
合合
陸陸
郎郎
豊豊
橋橋
市市
長長
のの
報報
告告  

  

（
前
略
） 

 

愛
知
大
学
が
目
下
編
纂
中
の
漸
く
完
成
を
み
ま
し
た
中
国
と
日
本
の
い
わ
ゆ
る
中
国
語
辞
典
の
編

纂
の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
大
き
く
朝
日
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
朝
日
新

聞
記
事
を
も
っ
て
中
国
を
訪
問
し
、
北
京
で
こ
の
中
日
辞
典
に
つ
い
て
特
別
の
お
世
話
を
ね
が
っ
た
郭

沫
若
先
生
に
お
目
に
か
か
る
機
会
を
つ
く
っ
て
頂
き
、
そ
の
新
聞
を
お
見
せ
し
、
先
生
の
お
骨
折
り
に

よ
っ
て
中
日
大
辞
典
も
い
よ
い
よ
日
の
目
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
お
伝
え
し
た
所
、
郭
先
生
は
非

常
に
よ
ろ
こ
ん
で
私
の
手
を
強
く
に
ぎ
り
し
め
て
、
そ
れ
は
よ
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
さ

れ
、
そ
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
郭
さ
ん
は
愛
知
大
学
へ
贈
る
一
首
を
さ
さ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

事
に
も
っ
て
帰
り
愛
知
大
学
へ
寄
贈
す
る
つ
も
り
で
す
。 

 

（
後
略
） 

 
 

〔
注
〕
一
九
六
五
年
五
月
三
〇
日
の
北
京
放
送
。
河
合
陸
郎
氏
は
地
方
自
治
体
友
好
訪
問
団

の
団
長
と
し
て
訪
中
、
郭
沫
若
氏
を
訪
問
さ
れ
た
。
文
中
の
一
首
と
は
「
激
濁
揚
清
」
の

文
字
。
現
在
、
学
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

     

７‒１ａ(5)
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郭郭
院院
長長
のの
書書
がが
愛愛
大大
へへ    

中中
日日
辞辞
典典
のの
編編
集集
をを
激激
励励  

豊豊
橋橋
市市
長長
がが
持持
ちち
帰帰
るる  

 
 

郭
沫
若
中
国
科
学
院
院
長
か
ら
の
書
が
七
日
、
豊
橋
市
町
畑
町
、
愛
知
大
学
に
届
け
ら
れ
た
。
さ
る

四
月
か
ら
訪
中
し
て
い
た
河
合
豊
橋
市
長
が
北
京
で
郭
院
長
に
会
っ
た
さ
い
、
愛
大
で
中
日
辞
典
の
編

集
を
し
て
い
る
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
郭
院
長
が
激
励
の
意
味
を
こ
め
て
書
い
て
く
れ
た
書
で
同
大
学
で

は
学
長
室
か
応
接
室
に
か
け
て
お
く
と
い
う
。 

 

横
一
㍍
、
縦
四
十
㌢
の
紙
に
「
激
濁
揚
清
」
と
達
筆
で
書
い
て
あ
る
。
ま
た
同
大
学
の
中
国
研
究
所

へ
の
資
料
も
い
っ
し
ょ
に
届
け
ら
れ
た
。
河
合
市
長
の
話
で
は
、
郭
院
長
は
愛
大
の
中
日
辞
典
の
編
集

ぶ
り
を
熱
心
に
聞
き
、
さ
っ
そ
く
一
筆
書
い
て
く
れ
た
と
い
う
。
つ
い
で
に
市
長
あ
て
に
も
「
光
明
磊

落
大
公
無
私
」
と
書
い
て
く
れ
た
。 

 

な
お
中
日
辞
典
は
愛
知
大
学
が
十
年
前
か
ら
編
集
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
来
春
出
版
の
予
定
。
現

在
、
出
版
さ
れ
て
い
る
辞
典
の
二
倍
以
上
の
単
語
を
納
め
た
本
格
的
な
辞
典
と
い
わ
れ
る
。
中
共
へ
約

千
部
は
贈
り
た
い
と
い
う
。 

     

注 

中
日
新
聞 

昭
和
四
十
年
六
月
八
日
所
載
。 

７‒１ａ(6)
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1 
 

激激  
濁濁  

揚揚  

清清  

今 

泉 

潤 

太 

郎 

 

中
日
大
辞
典
編
纂
処
の
壁
に
雄
渾
な
筆
に
よ
る
「
激
濁
揚
清
」
の
額
が
か
け
て
あ
る
。 

 

一
九
六
五
年
に
中
国
を
訪
問
さ
れ
た
本
学
理
事
の
河
合
陸
郎
氏
（
当
時
、
豊
橋
市
長
で
、
日
本
地
方

自
治
友
好
代
表
団
団
長
と
し
て
訪
中
、
昨
年
の
暮
逝
去
さ
る
）
に
託
さ
れ
て
、
上
梓
を
目
前
に
し
た
中

日
大
辞
典
の
た
め
、
愛
知
大
学
の
た
め
に
、
郭
沫
若
氏
が
書
い
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

翌
翌
年
出
版
さ
れ
た
中
日
大
辞
典
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
戦
前
、
東
亜
同
文
書
院
に
お
い
て
進
捗

中
で
あ
っ
た
中
国
語
辞
典
編
輯
の
成
果
（
粗
資
料
カ
ー
ド
約
十
四
万
枚
）
を
受
継
ぐ
も
、
こ
の
間
、
敗

戦
、
愛
知
大
学
の
創
立
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
な
ど
大
き
く
変
化
し
た
状
況
の
下
に
、
全
く
新
し

い
構
想
と
企
画
に
よ
り
、
愛
知
大
学
が
多
大
の
困
難
を
排
し
て
遂
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
中
日

大
辞
典
〝
編
者
の
こ
と
ば
〟
に
詳
し
い
）
。 

 

一
九
五
四
年
に
日
中
文
化
交
流
の
た
め
改
め
て
日
本
人
民
に
贈
ら
れ
た
前
記
の
カ
ー
ド
、
数
次
、
提

供
を
受
け
た
多
数
の
貴
重
な
文
献
、
訪
日
さ
れ
た
中
国
代
表
団
の
方
々
の
愛
大
訪
問
に
よ
る
励
ま
し
等

等
辞
典
編
輯
の
全
期
間
に
わ
た
り
、
様
様
な
援
助
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
出
版
後
、
招
請
を

う
け
た
愛
知
大
学
学
術
訪
中
団
は
、
南
開
大
学
、
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
に
お
い
て
辞
典
に
つ
い
て
の

座
談
会
を
も
ち
、
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
国
科
学
院
院
長
の
要
職
に

あ
る
郭
氏
の
御
配
慮
が
与
っ
て
力
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
熟
語
は
、
ふ
つ
う
、
悪
を
に
く
み
善
を
ほ
め
は
や
す
の
意
に
用
い
る
。
い
ま
「
濁
ヲ
激

シ
テ
清
ヲ
揚
グ
」
の
文
字
ど
う
り
に
、
こ
れ
を
辞
典
編
輯
に
あ
て
は
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
即
ち
、
中

国
語
の
複
雑
な
様
相
と
急
激
な
変
化
の
た
だ
な
か
で
、
形
・
音
・
義
の
三
方
面
か
ら
徹
底
的
な
検
討
と

批
判
を
加
え
、
そ
の
規
範
的
な
姿
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
と
解
せ
ら
れ
る
。
中
国
語
辞
典
の
編
輯
と

い
う
大
事
業
を
進
め
て
き
た
愛
知
大
学
の
た
め
に
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
の
よ
う
に
思
う
。 

い
さ
さ
か
視
点
を
か
え
て
こ
の
語
を
み
て
み
た
い
。
郭
氏
が
こ
れ
を
書
い
て
下
さ
っ
た
翌
年
、
今
日

で
は
衆
知
と
な
っ
た
数
数
の
大
事
件
に
彩
ら
れ
る
文
化
大
革
命
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
郭
氏
は
著
名

な
文
字
学
者
、
歴
史
学
者
で
あ
り
、
文
学
史
上
、
魯
迅
と
な
ら
ぶ
文
学
者
で
あ
り
、
ま
た
全
国
人
民
代

表
大
会
副
委
員
長
の
肩
書
き
を
も
つ
政
治
家
で
も
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
郭
氏
に
あ
っ
て
も
、

文
革
の
そ
の
後
の
展
開
を
予
想
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
。
た
だ
、
中
国
の
当
時
の

情
勢
を
背
景
に
入
れ
て
考
え
て
み
る
と
、
「
激
濁
揚
清
」
と
い
う
語
が
一
層
深
い
意
味
を
も
っ
て
く
る

よ
う
に
思
え
る
。 

 

卒
業
生
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
同
窓
会
は
、
今
や
四
万
の

会
員
を
擁
し
、
年
年
二
千
人
の
新
会
員
を
迎
え
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
た
。
創
立
以
来
三
十
年
を
経
た

愛
知
大
学
が
、
い
ま
将
来
の
発
展
を
期
す
上
で
極
め
て
大
切
な
時
期
に
あ
る
の
と
同
じ
く
、
同
窓
会
も

そ
の
あ
り
か
た
が
大
き
く
問
わ
れ
る
時
期
に
在
る
。
と
も
に
「
濁
ヲ
激
シ
テ
清
ヲ
揚
ゲ
」
ね
ば
な
ら
ぬ

状
況
が
到
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

７‒１ａ(7)
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7-1a(7) 
 

2 
 

 

辞
典
の
増
改
訂
作
業
が
始
ま
り
、
漢
字
相
手
に
気
の
抜
け
な
い
時
を
過
す
こ
と
が
多
く
な
る
折
か
ら
、

ふ
と
、
壁
に
か
か
る
「
激
濁
揚
清
」
に
目
が
い
き
、
見
る
と
も
な
く
眺
め
て
い
る
と
、
数
年
前
、
人
民

大
会
堂
で
親
し
く
お
目
に
か
か
っ
た
折
の
郭
沫
若
氏
の
面
影
が
お
も
い
だ
さ
れ
て
く
る
。 

（
教
養
部
教
授
中
国
語
担
当
） 

     

〔
注
〕
愛
知
大
学
同
窓
会
会
報 

第
四
十
六
号
（
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
一
日
発
行
）
所
載
。 

７‒１ａ(7)
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7-1b(1) 
 

書
物
を
焼
く
の
記 

鄭 
 

振 

鐸 
 

ま
ず
、
勝
利
後
一
年
間
の
情
勢
を
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
よ
う
。 

 

西
部
地
区
か
ら
、
東
南
に
、
華
北
に
、
華
南
に
と
、
軍
隊
・
官
吏
た
ち
が
、
一
群
、
一
群
、
勝
利
と

と
も
に
飛
行
機
で
か
え
っ
て
き
た
。
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
、
か
れ
ら
を
熱
烈
に
歓
迎
し
た
の
は
、
一
般

市
民
た
ち
で
あ
っ
た
。
裏
面
の
矛
盾
や
衝
突
な
ど
は
、
一
般
の
も
の
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
。
な

ん
と
い
っ
て
も
、
物
価
は
さ
が
る
だ
ろ
う
、
敵
と
カ
イ
ラ
イ
の
ひ
ど
い
政
治
も
な
く
な
る
は
ず
だ
、
も

う
こ
れ
か
ら
は
大
丈
夫
だ
、
と
、
み
ん
な
が
よ
ろ
こ
ん
だ
の
だ
。
お
も
え
ば
ヌ
カ
よ
ろ
こ
び
に
暮
れ
た

一
カ
月
で
あ
っ
た
。 

 

心
い
さ
ん
で
「
正
義
の
軍
隊
」
を
出
む
か
え
た
結
果
と
い
え
ば
、
混
乱
き
わ
ま
り
な
い
事
態
を
、
つ

ぎ
つ
ぎ
に
見
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
接
収
が
ひ
き
お
こ
す
混
乱
は
、
形
容
も
で
き
な
い
ほ
ど

ひ
ど
い
し
、
傍
若
無
人
な
漢
奸
ど
も
の
跳
梁
も
、
あ
と
を
た
た
な
い
。
人
民
た
ち
の
一
時
に
灼
熱
し
た

ま
ご
こ
ろ
は
、
し
だ
い
に
さ
め
て
い
っ
た
。
あ
る
と
き
は
党
の
機
関
が
接
収
す
る
か
と
お
も
え
ば
、
あ

る
と
き
は
陸
軍
総
部
が
統
一
的
に
接
収
す
る
と
い
う
。
そ
う
か
と
お
も
う
と
、
い
つ
の
ま
に
か
、
「
敵

偽
財
産
処
理
局
」
と
い
う
機
関
が
設
立
さ
れ
る
。
た
だ
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
、
あ
ち
こ
ち
封
印
し
て
あ
る

く
だ
け
だ
。
し
か
も
、
封
印
し
て
あ
る
く
人
間
が
あ
る
一
方
、
お
な
じ
工
場
に
、
建
物
に
、
自
由
自
在

に
出
入
す
る
人
間
も
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
多
数
接
収
さ
れ
た
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
ど

う
処
分
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
事
情
を
し
る
も
の
は
、
一
般
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ど
こ
で
も

接
収
さ
れ
た
と
た
ん
、
工
場
は
煙
突
か
ら
煙
が
で
な
く
な
る
。
機
関
・
団
体
で
は
、
い
っ
さ
い
の
機
能

が
み
ん
な
停
止
し
て
し
ま
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
悪
税
に
つ
い
て
も
、
免
除
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
の
が
、

ま
も
な
く
、
ま
た
、
も
と
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
た
っ
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
現
象
は
、
敵
と
カ
イ
ラ
イ
の
時
代
よ
り
も
、
も
っ
と
乱
雑
で
秩
序
が
な
く
な
っ
た
よ
う
に

み
え
て
き
た
。
人
民
た
ち
の
苦
痛
は
、
一
向
に
と
り
の
ぞ
か
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
物
価
が
も
の
す
ご
い

い
き
お
い
で
上
り
は
じ
め
た
。
ホ
ッ
と
一
息
つ
い
た
ば
か
り
の
民
衆
た
ち
は
、
ふ
た
た
び
眉
を
し
か
め
、

災
難
が
ち
か
づ
い
て
き
た
、
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幾
百
千
万
の
戦
災
者
た
ち
は
、
家
に
か
え
り

た
く
て
も
、
か
え
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
戦
時
中
と
お
な
じ
よ
う
に
流
難
の
生
活
を
つ
づ

け
て
い
る
の
に
、
だ
れ
も
、
か
れ
ら
を
か
ま
う
も
の
は
い
な
い
。 

 

最
初
に
「
接
収
」
の
一
団
が
つ
い
た
あ
と
、
つ
い
で
憲
兵
隊
が
来
、
そ
れ
か
ら
、
多
く
の
名
も
し
れ

な
い
地
下
工
作
員
と
称
す
る
も
の
が
か
え
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
封
印
し
て
あ
る
物
資
を
、
う
ば
い
と

っ
た
。 

   

〔
注
〕
鄭
振
鐸
「
書
物
を
焼
く
の
記
」
（
一
九
五
四
年
岩
波
新
書
）
よ
り
抜
粋
。 
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郑振铎日记 
 
一九四五年 
九月十日 
    “晨，森玉来，偕出访慰堂，遇之扬子饭店。谈甚畅。教部以‘京沪区教育复员辅导

委员’名义予我，似觉无聊。”当时，教育部派蒋复璁（慰堂）为京沪特派员，在上海设

办事处，组织“京沪区教育复员辅导委员会”，由蒋复璁兼主任委员，聘马叙伦、张凤举、

许炳堃、郑振铎、刘英士、徐鸿宝（森玉）、叶风虎等为委员，研讨有关教育复员问题，

备供参考。但不久，国民党加强控制，该委员会名存实亡。 
 
九月十八日 
    “八时许，至凤举处，皆至同文书院视察”，“三时许，至办公室，正在举行接受自然

研究所会议。” 
 
九月二十日 
    “晨出，至办公处，至同文书院接收，经过情形甚好，惟资料室已空，大是可惜”，

“下午，至自然科学研究所视察，又至近代科学图书馆等处，均重门锁闭，无法入内。” 
 
 
 
 
 
〔注〕書目文献出版社「鄭振鐸日記」より同文書院接収関係事項抜粋。 
 

７‒１ｂ(2)
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7-1c(1) 
 

東
亜
同
文
書
院
大
学
と
『
中
日
大
辞
典
』 

 
 

一
九
五
〇
年
頃
、
も
う
一
件
、
島
田
政
雄
さ
ん
か
ら
懇
願
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日

本
の
敗
戦
と
と
も
に
廃
校
に
な
っ
た
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
が
、
中
日
辞
典
を
編
纂
す
る
た
め
何

年
も
か
か
っ
て
蒐
集
し
て
い
た
「
中
国
語
カ
ー
ド
」
を
な
ん
と
か
探
し
出
し
、
日
本
に
返
却
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
学
の
資
産
や
所
蔵
図
書
は
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
、
「
中
国
語
カ
ー

ド
」
も
国
外
持
出
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

私
は
郭
沫
若
さ
ん
に
相
談
し
、
カ
ー
ド
が
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
て
回
っ
た
。
接
収
し
た

機
関
は
国
民
政
府
教
育
部
京
滬
区
特
派
員
弁
公
処
で
、
そ
の
ト
ッ
プ
が
蒋
復
璁
、
次
官
が
鄭
振
鐸
。
人

民
中
国
誕
生
後
も
カ
ー
ド
を
保
管
し
て
い
た
の
は
、『
書
物
を
焼
く
の
記
』（
一
九
五
四
年
、
岩
波
新
書
）

を
書
い
た
作
家
の
鄭
振
鐸
だ
っ
た
。
鄭
は
新
中
国
誕
生
後
は
文
化
部
副
部
長
に
な
っ
て
い
た
。・
・
・
・

「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
。 

 

鄭
振
鐸
と
の
交
渉
に
尽
力
し
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
と
き
も
姚
蓬
子
だ
っ
た
。
彼
は
国
民
党
関
係
者

に
顔
が
広
か
っ
た
か
ら
。 

 

私
は
返
還
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
る
ご
と
に
「
中
国
語
を
理
解
す
る
日
本
人
が
も
っ
と
増
え
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
両
国
の
交
流
に
多
大
な
貢
献
と
な
る
。
良
い
辞
典
は
語
学
学
習
に
必
須
だ
。
だ
か
ら

返
し
た
方
が
よ
い
」
と
主
張
し
た
が
、
関
係
者
の
間
に
は
「
カ
ー
ド
は
返
さ
ず
に
、
中
国
の
商
務
印
書

館
か
ら
辞
典
を
出
版
し
て
し
ま
お
う
」
と
の
意
見
も
存
在
し
、
返
還
手
続
き
は
難
航
し
た
。
最
終
的
な

政
治
判
断
を
下
し
た
の
は
、
国
際
新
聞
局
局
長
・
喬
冠
華
だ
。
彼
が
許
可
し
、
日
本
に
返
却
す
る
こ
と

が
正
式
に
決
定
し
た
。
一
九
五
四
年
秋
、
カ
ー
ド
は
木
箱
に
梱
包
し
て
、
邦
人
引
揚
船
の
興
安
丸
に
積

載
し
、
日
本
に
向
か
っ
た
。
話
を
持
ち
込
ま
れ
て
か
ら
返
還
ま
で
、
実
に
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
た
。 

 

大
分
経
っ
て
か
ら
、
返
還
し
た
「
中
国
語
カ
ー
ド
」
を
も
と
に
愛
知
大
学
が
編
集
し
、
出
版
し
た
『
中

日
大
辞
典
』
が
私
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
。
嬉
し
か
っ
た
。 

     

〔
注
〕
水
谷
尚
子
「
康
大
川
回
想
録
」
六
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
（
続
）
。「
東
方
」NO

.291

（
東
方
書
店
）
所
載
。 

７‒１ｃ(1)
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7-1c(2) 
 

康
大
川
さ
ん
の
こ
と 

  

そ
の
た
め
に
日
本
に
関
す
る
情
報
や
資
料
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
日
中
間
で
資
料
の
相
互
交
換
を
最

初
に
始
め
た
の
が
康
大
川
さ
ん
ら
で
す
。
そ
の
後
、
そ
の
仕
事
は
中
連
部
に
回
り
、
ぼ
く
が
康
さ
ん
の

資
料
交
換
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
康
さ
ん
は
の
ち
に
ぼ
く
ら
と
『
毛
沢
東
選
書
』

の
編
訳
委
員
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

康
大
川
氏
と
は
昨
年
九
月
と
年
末
年
始
の
北
京
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
会
い
し
た
。
彼
は
重

慶
国
民
政
府
の
郭
沫
若
の
下
で
鹿
地
亘
に
協
力
し
て
日
本
軍
兵
士
の
捕
虜
管
理
の
仕
事
を
し
て

い
た
人
で
あ
る
。
戦
後
、
共
産
党
系
の
新
四
軍
に
入
り
解
放
戦
争
を
戦
っ
た
。
新
中
国
成
立
後
、

国
際
新
聞
局
（
局
長
は
後
に
外
務
大
臣
に
な
っ
た
喬
冠
華
）
に
呼
ば
れ
て
北
京
に
来
て
、
中
共
の

宣
伝
部
の
仕
事
を
す
る
か
た
わ
ら
、
当
時
非
合
法
だ
っ
た
日
本
と
の
新
聞
雑
誌
の
交
換
な
ど
に
努

力
し
た
。
康
氏
の
お
話
で
は
、
一
九
五
一
年
に
こ
の
仕
事
を
趙
氏
に
引
き
継
い
だ
と
い
う
。
ま
た

こ
れ
に
協
力
し
た
日
本
側
の
人
物
は
島
田
政
雄
、
小
沢
正
元
、
赤
津
益
造
氏
ら
で
あ
る
。 

 
 

     

〔
注
〕
雑
誌
「
世
界
」
一
九
九
八
年
十
月
号
所
載
「
趙
安
博
回
想
録
」（
姫
田
光
義
・
水
谷
尚

子
）
に
よ
る
。
趙
氏
は
留
日
学
生
の
一
人
。
抗
日
戦
争
中
は
延
安
の
日
本
人
労
農
学
校

の
副
校
長
を
務
め
た
。 

７‒１ｃ(2)
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1 
 

鈴
木
先
生 

  

日
本
に
滞
在
中
は
色
々
と
お
世
話
様
に
な
り
、
此
の
夏
は
又
「
中
部
日
本
」
の
鈴
木
先
生
に
託
し
、

御
丁
重
な
る
お
手
紙
を
拝
収
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
御
無
沙
汰
に
打
ち
過
ぎ
て
誠
に
済
み

ま
せ
ん
。 

 

御
入
用
の
字
典
編
集
用
資
料
は
早
速
「
対
外
文
化
協
会
」
へ
連
絡
し
、
御
希
望
に
添
え
る
よ
う
鋭
意

準
備
中
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
方
々
当
た
っ
て
見
、
友
人
の
斡
旋
で
「
語
文
」
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
入
手
し
ま
し
た
の
で
日
中
友
好
の
能
智
先
生
の
吉
便
に
託
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
か
ら
既
に
お

受
取
り
の
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。 

 
 

字
典
の
編
集
は
順
調
に
進
捗
中
と
思
い
ま
す
が
・
・
・
・ 

 
 

で
は
お
知
ら
せ
ま
で
に
・
・ 

敬
具 

 

愛
知
大
学
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

康
大
川 

敬
上 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

（
一
九
五
五
年
）
十
月
二
四
日 

     

〔
注
〕
鈴
木
教
授
宛 

康
大
川
「
人
民
中
国
」
編
集
長
の
書
信
。
鈴
木
先
生
と
は
中
日
新
聞

社
鈴
木
充
氏
。
能
智
先
生
と
は
日
本
中
国
友
好
協
会
理
事
能
智
修
弥
氏
。 

              

７‒１ｃ(3)
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1 
 

康
大
川
先
生 

 
 

前
蒙
惠
赠
，
交
能
智
先
生
带
回
的
「
中
国
语
文
」
，
有
一
个
时
期
莫
明
它
的
下
落
，
经
能
知
先
生
费

心
调
查
，
才
明
白
它
混
在
歌
舞
伎
演
员
团
的
行
李
里
面
，
由
歌
舞
伎
团
送
交
中
国
研
究
所
收
藏
，
现
在

已
经
由
能
智
先
生
收
回
，
再
转
交
我
们
了
。
我
这
儿
对
您
表
示
深
切
的
谢
意
。 

 
 

再
者
，
该
「
中
国
语
文
」
是
从
创
刊
号
起
，
以
至
于
第
三
年
十
二
月
号
共
三
全
年
份
。
其
中
大
部
分

是
敝
处
所
缺
，
而
且
现
在
是
绝
对
买
不
到
的
贵
重
文
献
，
我
们
翻
在
手
中
，
真
觉
得
又
感
谢
又
高
兴
！

敬
祝 

健
康
！ 

 
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
  

爱
知
大
学
华
日
辞
典
编
篡
处 

 
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

铃 
 

木 
 

择 
 

郎 

 
 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 
 
  

 
  

 
   

 

一
九
五
六
・
四
・
一
六 

    

訳
文 

 

能
智
先
生
に
託
さ
れ
お
贈
り
下
さ
っ
た
「
中
国
語
文
」
は
、
暫
時
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
所
、
能
智
先
生
の
ご
苦
心
に
よ
り
歌
舞
伎
団
員
の
荷
物
に
混
入
し
、
そ
こ
か
ら
中
国
研
究
所
へ
送
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
い
た
し
、
こ
の
程
当
方
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
有
り
難
く
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
「
中
国
語
文
」
創
刊
号
か
ら
第
三
年
十
二
月
号
ま
で
全
冊
揃
い
で
あ
り
、
当
編
纂
処
の

欠
号
は
こ
れ
で
全
て
充
足
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
と
な
っ
て
は
絶
対
に
購
入
で
き
な
い
重
要
文
献
で
あ

り
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

〔
注
〕
康
大
川
氏
へ
の
返
信
。 

  

： 

７‒１ｃ(4)
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铃
木
择
郎
先
生 

 
 
 
 

 
 

「
人
民
中
国
」
日
文
版
编
辑
部
康
大
川
先
生
转
来
您
一
九
五
五
年
七
月
十
八
日
写
给
他
的
信
，
并
委

托
我
们
供
给
您
在
编
辑
华
日
辞
典
时
所
需
的
各
项
参
考
资
料
。 

 
 

我
们
在
一
月
中
旬
已
初
步
寄
赠
您
下
列
资
料
（
一
）
「
中
国
语
文
」
（
一
～
十
五
期
）
，
（
二
）
「
北
京

口
语
语
法
」
，（
三
）
同
音
字
典
，（
四
）「
常
用
汉
字
三
五
〇
〇
字
表
」
，（
五
）「
简
明
字
汇
」・
至
于
其

他
资
料
，
我
们
还
在
继
续
蒐
集
中
，
俟
蒐
集
齐
后
，
当
另
邮
寄
上
。 

     

此
致 

友
谊
的
问
好 

                                               

中
国
人
民
对
外
文
化
协
会 

                                              
资  

料  

交  

换  

处 
                                                            

一
九
五
六
年
二
月
十
六
日 

    

訳
文 

 

「
人
民
中
国
」
日
文
版
編
輯
部
康
大
川
先
生
か
ら
こ
の
程
華
日
辞
典
編
輯
の
為
に
必
要
な
参
考
資
料

が
欲
し
い
旨
の
一
九
五
五
年
七
月
十
八
日
付
貴
信
が
転
送
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

当
会
は
一
月
中
旬
か
ら
（
一
）
「
中
国
語
文
」
（
一
～
十
五
期
）
、
（
二
）
「
北
京
口
語
語
法
」
、
（
三
）

「
同
音
字
典
」
、（
四
）「
常
用
漢
字
三
五
〇
〇
字
表
」
、（
五
）「
簡
明
字
彙
」
を
順
次
お
贈
り
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
の
資
料
も
引
続
き
探
し
て
お
り
、
集
ま
り
次
第
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

     

〔
注
〕
鈴
木
教
授
宛 

中
国
対
外
文
化
協
会
の
書
信
。 

： 

７‒１ｃ(5)
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中中
国国
視視
察察
団団
馮馮
氏氏
来来
学学  

  
  
  
    

 
 

日
本
学
術
会
議
の
招
き
に
応
じ
て
郭
沫
若
氏
を
団
長
と
す
る
中
国
学
術
視
察
団
が
来
日
し

た
。
そ
こ
で
中
国
に
関
す
る
学
術
研
究
、
文
化
、
交
流
を
持
つ
本
学
は
、
一
行
を
招
く
た
め

骨
折
ら
れ
て
来
た
が
、
遂
に
一
行
の
う
ち
副
団
長
、
広
州
中
山
大
学
副
校
長
馮
乃
超
（
ひ
ょ

う
だ
い
ち
ょ
う
）
が
招
請
を
承
諾
さ
れ
た
。
馮
氏
は
八
日
午
後
来
豊
さ
れ
市
民
の
歓
迎
を
受

け
た
、
翌
九
日
は
朝
か
ら
本
学
を
お
と
ず
れ
、
華
日
辞
典
の
編
集
状
況
な
ど
見
学
し
た
。 

 

馮
乃
超
氏
は
八
日
午
後
四
時
三
十
四
分
豊
橋
駅
着
特
急
「
ハ
ト
」
で
来
豊
し
、
出
迎
へ
の
本
学
わ
だ
つ

み
会
、
中
国
研
究
会
員
ら
の
合
唱
す
る
中
国
々
歌
に
迎
え
ら
れ
て
下
車
、
市
民
代
表
の
花
束
贈
呈
後
駅

長
室
で
の
記
者
会
見
で
は
「
日
中
両
国
が
一
日
も
早
く
国
交
を
回
復
し
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
」
と
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。 

馮
氏
の
来
豊
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
今
度
が
初
め
て
で
あ
る
が
愛
知
県
は
馮
氏
が
第
八
高
等
学
校

（
名
大
）
の
出
身
で
あ
る
関
係
か
ら
切
っ
て
も
切
れ
な
い
な
じ
み
深
い
地
で
あ
る
。 

馮
氏
の
歓
迎
会
は
午
後
五
時
十
五
分
市
公
民
館
で
盛
大
に
開
催
、
日
中
学
術
の
交
流
、
貿
易
促
進
が
叫

ば
れ
て
い
る
折
心
か
ら
日
中
国
交
の
回
復
を
願
っ
て
い
る
学
生
、
一
般
人
に
よ
っ
て
同
会
場
は
国
際
親

善
の
空
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
。 

同
会
は
日
中
友
好
協
会
理
事
長
伊
藤
武
雄
氏
（
本
学
講
師
）
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
会
場
一
杯
に
埋
め
尽

く
し
た
参
会
者
を
前
に
し
て
馮
氏
は
「
両
国
の
平
和
建
設
そ
の
有
意
を
大
切
に
し
色
々
な
方
面
に
し
両

隣
国
人
民
の
お
互
の
気
持
を
深
く
理
解
し
て
行
こ
う
」
と
国
交
回
復
の
必
要
の
意
を
示
し
た
。
次
い
で

小
岩
井
本
学
学
長
、
日
中
友
好
協
会
豊
橋
支
部
長
鈴
木
本
学
教
授
、
市
民
代
表
早
川
氏
、
本
学
自
治
委

員
長
及
部
君
等
の
歓
迎
の
祝
詞
を
受
け
ら
れ
、
両
国
の
友
交
、
発
展
を
祝
し
た
堅
い
握
手
が
か
わ
さ
れ

た
。
翌
九
日
朝
、
馮
氏
は
本
学
図
書
館
、
研
究
室
を
視
察
し
、
九
時
半
よ
り
学
生
歓
迎
会
に
臨
む
た
め

学
内
八
番
教
室
に
向
っ
た
。
伊
藤
氏
の
紹
介
に
続
い
て
、
万
歳
の
拍
手
を
あ
び
た
馮
氏
は
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。 

皆
様
の
盛
大
な
歓
迎
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
豊
橋
に
着
い
た
と
き
意
外
に
思
っ
た
こ
と
は
豊
橋
市
民

の
皆
様
が
新
中
国
を
理
解
し
、
友
情
が
非
常
に
深
い
と
い
う
印
象
で
、
こ
の
学
校
の
校
長
、
教
授
、
学

生
方
の
非
常
な
団
結
、
活
溌
な
校
風
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
校
は
日
本
に
も
そ
う
な

い
と
思
う
。
学
校
は
校
舎
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
が
良
い
悪
い
で
そ
の
標
準
が
決
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
愛
大
は
現
在
の
日
本
の
現
状
に
ふ
さ
わ
し
く
仕
事
、
勉
強
に
現
在
の
世
界
に
連
関

を
も
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
学
校
は
次
の
時
代
の
人
材
を
養
成
さ
せ
、
こ
の
学
校

の
特
徴
と
し
て
今
日
現
わ
れ
て
き
た
と
思
う
。
こ
の
愛
大
の
存
在
に
よ
っ
て
、
豊
橋
市
民
、
学
生
が
こ

の
よ
う
に
中
国
に
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
中
国
人
民
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
、

研
究
室
等
を
み
せ
て
頂
い
て
し
か
も
こ
こ
で
日
華
辞
典
を
つ
く
る
と
い
う
文
化
交
流
の
仕
事
を
や
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
中
国
人
民
に
と
っ
て
は
み
の
が
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

７‒１ｄ(1)
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つ
く
し
て
援
助
し
た
い
し
、
又
学
生
交
換
に
も
今
後
大
い
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

     

〔
注
〕 

愛
知
大
学
新
聞 
昭
和
三
十
年
十
二
月
十
五
日
所
載
。 

  

中中
国国
学学
術術
視視
察察
団団
のの
馮馮
氏氏  
きき
ょょ
うう
愛愛
大大
をを
視視
察察  

  
 

【
豊
橋
発
】
来
日
中
の
中
国
学
術
視
察
団
の
首
席
団
員
馮
乃
超
氏
（
広
州
中
山
大
学
学
長
）
は
、
愛
知

大
学
視
察
の
た
め
案
内
役
の
日
中
友
好
協
会
伊
藤
武
雄
理
事
長
と
と
も
に
八
日
午
後
四
時
三
十
四
分

豊
橋
駅
着
の
特
急
「
は
と
」
で
着
い
た
。 

 

ホ
ー
ム
で
歓
迎
の
愛
大
学
生
ら
が
合
唱
す
る
中
国
国
歌
に
迎
え
ら
れ
て
下
車
し
た
馮
氏
は
、
ま
ず
出

迎
え
の
小
岩
井
愛
大
学
長
と
握
手
し
、
市
民
代
表
牛
込
京
子
さ
ん
（
一
四
）

か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
受

け
、
同
駅
長
室
で
記
者
団
と
会
見
し
た
の
ち
、
同
市
公
民
館
で
の
歓
迎
会
に
臨
ん
だ
。 

歓
迎
会
で
は
会
場
を
埋
め
た
参
会
者
を
前
に
馮
氏
は
「
二
千
年
も
結
ば
れ
て
い
る
日
中
友
好
の
キ
ズ
ナ

を
ま
す
ま
す
固
め
る
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
小
岩
井
学
長
、
日
中
友
好
協
会
豊
橋
支
部
長
鈴
木
愛
大

教
授
、
市
民
代
表
早
川
延
海
氏
、
片
山
豊
橋
教
育
委
員
長
ら
の
歓
迎
の
言
葉
を
受
け
た
。 

 

続
い
て
同
会
で
馮
氏
を
囲
ん
で
懇
談
会
が
開
か
れ
、
同
夜
は
蒲
郡
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
た
。
九
日
は
朝

九
時
か
ら
愛
知
大
学
を
視
察
、
か
つ
て
郭
沫
若
氏
の
好
意
で
同
大
学
に
贈
ら
れ
た
華
日
字
典
の
編
集

ぶ
り
を
見
た
の
ち
名
古
屋
へ
向
い
、
名
古
屋
大
学
主
催
の
歓
迎
会
に
臨
み
、
午
後
二
時
五
分
名
古
屋

駅
発
の
特
急
「
つ
ば
め
」
で
郭
団
長
ら
と
合
流
、
京
都
へ
向
う
予
定
。 

馮馮
乃乃
超超
氏氏
談談 

私
は
大
正
十
年
か
ら
十
二
年
ま
で
名
古
屋
の
旧
第
八
高
等
学
校
に
在
学
し
た
こ
と
が

あ
り
、
愛
知
県
は
懐
し
い
土
地
だ
。
豊
橋
は
は
じ
め
て
だ
が
、
愛
知
大
学
の
こ
と
は
華
日
字
典
の
編

集
を
通
じ
て
聞
い
て
い
た
。 

    

注 

朝
日
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
所
載
。 

  

７‒１ｄ(1)
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〝〝
愛愛
大大
のの
友友
好好
活活
動動
にに
敬敬
意意
〟〟  

馮馮
首首
席席
団団
員員
がが
豊豊
橋橋
へへ  

 

【
豊
橋
発
】
中
国
学
術
視
察
団
の
首
席
団
員
馮
乃
超
氏
は
、
八
日
午
後
四
時
三
十
四
分
、
豊
橋
駅
着
〝

は
と
〟
で
来
豊
し
た
。
駅
ホ
ー
ム
に
は
招
待
者
の
小
岩
井
愛
大
学
長
を
は
じ
め
各
教
授
、
片
山
豊
橋
市

教
委
長
ら
の
ほ
か
、
歓
迎
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
揚
げ
た
愛
大
生
数
百
名
が
つ
め
か
け
、
新
中
国
の
国
歌
を

合
唱
し
て
出
迎
え
た
。
黒
の
オ
ー
バ
ー
に
紺
の
ダ
ブ
ル
と
い
う
英
国
紳
士
型
の
馮
氏
は
に
こ
や
か
に
降

り
た
ち
、
豊
橋
真
田
工
業
常
務
牛
込
憲
三
氏
令
嬢
京
子
さ
ん
（
一
三
）

か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た
。
つ
い
で

駅
長
室
で
記
者
団
と
会
見
〝
日
本
と
中
国
が
な
る
べ
く
早
く
国
交
を
回
復
し
、
自
由
に
往
来
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
両
国
の
文
化
交
流
に
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
愛
知
大
学
に
敬
意

を
も
っ
て
い
る
。
私
は
大
正
十
年
か
ら
三
年
間
名
古
屋
の
八
高
に
学
ん
だ
か
ら
豊
橋
は
懐
し
い
〟
と
語

っ
た
。 

同
五
時
か
ら
駅
前
公
民
館
で
の
歓
迎
会
に
臨
み
〝
日
本
と
中
国
は
二
千
年
来
の
友
達
で
、
戦
争
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
友
情
は
中
断
さ
れ
な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
る
〟
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
引
続
き
同
所
で

歓
迎
代
表
者
ら
と
約
一
時
間
懇
談
、
同
夜
は
蒲
郡
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
た
。
な
お
き
ょ
う
九
日
は
午
前

九
時
か
ら
愛
知
大
学
を
見
学
、
同
十
時
四
分
発
の
名
鉄
電
車
で
名
古
屋
に
向
う
。 

    

注 

中
日
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
所
載
。 

 
 

 

市市
民民
とと
和和
やや
かか
にに
交交
歓歓  

  

馮馮
副副
団団
長長  

愛愛
大大
視視
察察
にに
豊豊
橋橋
へへ  

 

【
豊
橋
発
】
訪
日
中
の
中
国
科
学
院
学
術
視
察
団
一
行
の
う
ち
副
団
長
馮
乃
超
氏
は
伊
藤
日
中
友
好
協

会
理
事
長
、
林
見
総
理
府
事
務
官
の
案
内
で
八
日
午
後
四
時
三
十
四
分
豊
橋
駅
着
特
急
「
は
と
」
で
来

豊
、
駅
長
室
で
記
者
会
見
を
行
い
「
愛
知
大
学
は
中
国
か
ら
引
揚
げ
の
先
生
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
よ
く
知
っ
て
い
た
。
と
く
に
新
し
い
華
日
辞
典
が
編
さ
ん
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
聞
き
大
き
な
期
待
を

も
っ
て
や
っ
て
き
た
」
と
の
べ
た
。
つ
づ
い
て
千
余
名
の
学
生
や
市
民
に
取
巻
か
れ
豊
橋
駅
前
の
公
民

館
で
の
歓
迎
会
に
臨
み
「
こ
れ
か
ら
日
中
両
国
は
し
っ
か
り
手
を
握
り
あ
っ
て
世
界
平
和
へ
進
ん
で
い

中中
国国
学学
術術  

視視

察察

団団  
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き
た
い
」
と
な
だ
ら
か
な
日
本
語
で
あ
い
さ
つ
し
た
。
小
岩
井
愛
大
学
長
ら
か
ら
「
こ
ん
な
片
田
舎
に

も
日
中
友
好
を
念
願
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
を
中
国
の
人
た
ち
に
話
し
て
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
午
後
六
時
会
を
終
っ
た
。 

な
お
同
夜
は
蒲
郡
ホ
テ
ル
で
一
泊
、
九
日
午
前
九
時
か
ら
愛
知
大
学
の
中
国
研
究
諸
施
設
、
華
日
辞

典
編
集
状
況
な
ど
を
視
察
し
た
の
ち
、
名
大
差
回
し
の
自
動
車
で
か
つ
て
の
母
校
名
大
教
養
部
（
旧

八
高
）
を
訪
れ
る
。 

   

注 

毎
日
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
所
載
。 

〝〝
早早
くく
日日
中中
國國
交交
のの
正正
常常
化化
をを
〟〟  

  
  
  
  

馮馮
首首
席席
団団
員員
豊豊
橋橋
でで
語語
るる  

 

既
報
、
来
日
中
の
中
国
学
術
視
察
団
の
副
団
長
（
首
席
団
員
）
馮
乃
超
（
ヒ
ヨ
ー
ダ
イ
チ
ヨ
ー
）
氏

は
愛
知
大
学
の
招
き
に
よ
り
昨
八
日
午
後
四
時
三
十
五
分
着
下
り
特
急
ハ
ト
で
日
中
友
好
協
会
理

事
伊
藤
武
雄
氏
に
伴
わ
れ
て
来
豊
し
た
。 

豊
橋
駅
ホ
ー
ム
に
は
小
岩
井
愛
大
学
長
を
は
じ
め
松
葉
、
鈴
木
（
択
）
の
教
授
、
台
湾
か
ら
招
か
れ
た
欧

陽
張
講
師
ら
教
授
陣
の
ほ
か
片
山
市
教
育
委
員
長
、
日
中
友
好
協
会
豊
橋
支
部
の
早
川
延
海
氏
そ
れ
に
韓

国
居
留
民
団
の
人
々
や
学
生
約
五
十
名
が
出
迎
え
、
同
ホ
ー
ム
で
豊
城
中
学
二
年
の
牛
込
京
子
さ
ん
が
市

民
代
表
と
し
て
馮
氏
に
花
束
を
贈
呈
、
ま
た
愛
大
学
生
た
ち
は
「
歓
迎
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
押
し
立
て
ゝ

中
国
語
の
歌
を
口
々
に
唱
つ
て
迎
え
る
な
ど
豊
橋
駅
は
一
瞬
日
中
兩
国
の
友
情
で
わ
き
立
つ
た
が
、
馮
氏

は
駅
長
室
で
記
者
会
見
し
、
た
く
み
な
日
本
語
で
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
語
つ
た
。 

 

馮
＝
中
国
学
術
視
察
団
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
団
長
の
代
理
と
し
て
豊
橋
に
来
た
と
こ
ろ
盛
大
な
歓
迎

を
う
け
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

団
員
全
員
が
来
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す
、
愛
大
か
ら
の
お
招
き
も
あ
り
、
名
古
屋
ま
で

そ
の
ま
ゝ
通
つ
て
行
く
こ
と
は
非
常
に
気
が
す
ま
な
い
と
思
い
、
是
非
お
会
い
し
た
い
と
思
つ
て
来
た
の

で
す
、
こ
の
む
ね
市
民
諸
君
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
、
中
日
友
好
関
係
も
だ
ん
だ
ん
よ
く
な
っ
て
い

く
で
し
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

問
＝
日
本
は
何
年
ぶ
り
で
す
か 

 

答
＝
三
十
年
ぶ
り
ぐ
ら
い
と
思
い
ま
す
。 

 

問
＝
日
本
お
よ
び
日
本
人
に
の
ぞ
み
た
い
こ
と
は
？ 

 

答
＝
私
が
日
本
に
来
て
感
ず
る
の
は
日
本
国
民
が
中
国
人
に
友
好
的
な
態
度
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
要
望
す
る
こ
と
と
い
え
ば
な
る
べ
く
早
く
国
交
を
正
常
化
し
、
自
由
に
往
来
出
来
る

よ
う
に
し
た
ら
非
常
に
い
ゝ
と
思
い
ま
す
。 

 

問
＝
日
本
の
学
界
を
ど
う
み
て
い
る
か
？ 

答
＝
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
あ
ら
ゆ
る
面
に
深
い
研
究

が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

視視

察察

團團  

中中
國國
学学
術術  
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問
＝
愛
知
大
学
に
つ
い
て 

 

答
＝
中
国
に
い
た
先
生
が
大
ぜ
い
い
る
と
聞
い
て
い
る
、
ま
た
華
日
辞
典
を
編
纂
し
て
い
る
し
中
日
文

化
交
流
の
た
め
に
重
要
な
部
分
だ
と
い
う
こ
と
を
知
つ
て
い
る
、
そ
れ
で
私
は
そ
の
辭
典
が
ど
の
ぐ
ら
い

進
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
編
纂
に
従
事
し
て
い
る
方
々
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
つ
て
来
た
の
で
す
。 

【
註
】
馮
乃
超
氏
は
大
正
十
二
年
名
古
屋
八
高
を
卒
業
、
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
で
美
学
を
専
攻
、
卒

業
寸
前
に
帰
国
し
た
、
現
在
は
広
州
（
広
東
）
の
中
山
大
学
副
学
長
を
つ
と
め
て
い
る
。 

な
お
馮
氏
は
豊
橋
駅
到
着
後
、
駅
前
公
民
館
で
開
か
れ
た
懇
談
会
に
の
ぞ
み
、
蒲
郡
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
、

き
よ
う
九
日
は
午
前
中
愛
知
大
学
を
視
察
し
、
名
古
屋
へ
向
う
予
定
。 

 

注 

不
二
タ
イ
ム
ス 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
所
載
。 

 

豊豊
富富
なな
中中
国国
資資
料料
にに
感感
嘆嘆  

馮馮
副副
団団
長長  

愛愛
大大
をを
視視
察察  

 

【
豊
橋
発
】
既
報
、
中
国
学
術
視
察
団
副
団
長
馮
乃
超
氏
は
九
日
午
前
八
時
四
十
分
愛
知
大
学
を
訪
問
、

視
察
し
た
。
小
岩
井
学
長
の
案
内
で
史
学
、
国
研
、
図
書
館
、
中
国
図
書
館
な
ど
を
み
て
回
り
、
古
い

漢
書
か
ら
現
代
中
国
文
献
に
い
た
る
ま
で
そ
の
豊
富
な
資
料
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
が
、
と
く
に
華
日

辞
典
編
さ
ん
所
で
は
膨
大
な
カ
ー
ド
を
一
つ
一
つ
出
し
て
調
べ
、
鈴
木
編
さ
ん
委
員
長
に
「
早
く
完
成

し
た
い
も
の
で
す
ね
」
と
語
っ
た
。
特
別
教
室
に
集
っ
た
約
一
千
名
の
学
生
に 

「
学
長
は
じ
め
学
生
が
和
や
か
に
団
結
し
て
い
る
非
常
に
い
い
学
校
で
す
。
愛
大
の
お
か
げ
で
豊
橋

も
中
国
と
深
い
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
中
国
研
究
の
意
義
は
大
き
く
私
も
中
国
に
帰

っ
て
こ
の
こ
と
を
報
告
し
、
で
き
る
限
り
の
援
助
を
し
ま
す
」 

と
感
想
を
の
べ
、
同
九
時
四
十
分
学
生
た
ち
の
歌
う
新
中
国
国
歌
に
送
ら
れ
て
名
大
出
迎
え
の
車
で
名

古
屋
に
た
っ
た
。 

郭郭
氏氏
一一
行行
京京
都都
へへ  

郭
沫
若
氏
ら
中
国
科
学
院
学
術
視
察
団
一
行
十
五
名
は
九
日
午
前
九
時
東
京
発
〝
つ
ば
め
〟
で
京
都

に
向
か
っ
た
。
同
夜
は
ミ
ヤ
コ
・
ホ
テ
ル
に
泊
り
、
十
三
日
ま
で
大
阪
、
京
都
を
視
察
す
る
予
定
。 

   

注 

毎
日
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
所
載
。 
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交交
流流
にに
努努
力力  

 

【
豊
橋
発
】
蒲
郡
ホ
テ
ル
で
一
夜
を
明
か
し
た
中
国
学
術
視
察
団
の
馮
乃
超
氏
ら
は
九
日
午
前
八
時
四

十
五
分
愛
知
大
学
を
訪
れ
た
。
学
長
室
で
小
岩
井
学
長
始
め
各
教
授
と
歓
談
し
た
の
ち
同
大
学
国
際
問

題
研
究
所
、
中
国
図
書
室
、
華
日
辞
典
編
纂
所
、
図
書
館
な
ど
を
視
察
と
く
に
華
日
辞
典
編
纂
所
で
は

主
任
の
鈴
木
択
郎
教
授
か
ら
説
明
を
聞
き
な
が
ら
カ
ー
ド
を
手
に
と
り
〝
な
か
な
か
大
変
な
仕
事
で

す
ね
〟
と
興
味
深
そ
う
だ
っ
た
。
つ
い
で
八
番
教
室
に
集
っ
た
約
五
百
名
の
学
生
に
対
し
〝
愛
大
の
存

在
に
よ
り
豊
橋
市
民
は
ほ
か
の
ど
こ
の
都
市
よ
り
も
中
国
に
対
す
る
理
解
と
友
情
を
も
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
後
ま
す
ま
す
両
国
の
友
情
を
高
め
る
た
め
教
授
、
学
生
の
交
流
を
実
施
す
る
よ
う
努
力
し
た

い
〟
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

 

同
九
時
四
十
五
分
、
玄
関
前
で
数
百
名
の
学
生
が
日
中
親
善
歌
「
東
京
￤
北
京
」
を
合
唱
す
る
の
に

手
を
ふ
っ
て
こ
た
え
、
名
大
差
回
し
の
自
動
車
で
名
古
屋
へ
向
っ
た
。 

   

注 

中
部
日
本
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
九
日
（
夕
刊
）
所
載
。 

  

愛愛
大大
にに
來來
なな
かか
つつ
たた
らら  

ああ
とと
でで
後後
悔悔
しし
たた
だだ
ろろ
うう  

 

来
日
中
の
中
国
学
術
視
察
団
ヒ
ョ
ウ
首
席
団
員
は
八
日
来
豊
、
同
夜
は
蒲
郡
ホ
テ
ル
に
一
泊
、
九
日
午

前
八
時
四
十
分
視
察
の
た
め
中
日
友
好
協
会
理
事
、
伊
藤
武
雄
氏
の
案
内
で
愛
大
を
訪
れ
た
。
小
岩
井

学
長
、
松
葉
教
授
ら
の
案
内
で
華
日
辞
典
の
編
さ
ん
状
況
、
崋
山
文
庫
、
中
国
図
書
館
、
国
研
な
ど
全

国
一
を
誇
る
愛
大
中
国
関
係
の
図
書
を
細
く
視
察
し
た
あ
と
、
八
番
教
室
で
約
十
分
に
わ
た
り
学
生
に

講
演
を
行
い
、
小
岩
井
学
長
ら
に 

 

愛
大
に
来
て
非
常
に
良
か
っ
た
。
中
日
友
好
に
役
立
つ
華
日
辞
典
の
編
さ
ん
や
中
国
関
係
の
図
書
館

を
持
つ
愛
大
の
視
察
を
し
な
か
つ
た
ら
あ
と
で
後
悔
し
た
だ
ろ
う 

と
感
想
を
も
ら
し
、
同
九
時
四
十
分
教
授
、
学
生
の
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
て
自
動
車
で
名
古
屋
に
向

つ
た
。 

   

注 

豊
橋
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
日
所
載
。 

学学
生生 

教教
授授  
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愛愛
大大
華華
日日
辞辞
典典
編編
纂纂
処処
をを
訪訪
れれ
たた
馮馮
乃乃
超超
氏氏  

教教
授授
とと
学学
生生
のの
團團
結結
をを
賞賞
讃讃  

  
  
  
  
  

きき
のの
うう
愛愛
大大
をを
視視
察察  

  
 

既
報
、
八
日
来
豊
し
た
中
国
学
術
視
察
団
の
副
団
長
馮
乃
超
氏
（
中
山
大
学
副
校
長
）
は
昨
九
日
午
前

九
時
蒲
郡
ホ
テ
ル
か
ら
自
動
車
で
愛
知
大
学
に
招
か
れ
学
内
の
図
書
館
、
華
日
辞
典
編
纂
処
な
ど
を
視

察
の
の
ち
、
八
番
教
室
に
集
つ
た
約
八
百
名
の
学
生
に
対
し
「
愛
大
を
み
て
印
象
深
い
こ
と
は
学
長
を

は
じ
め
教
授
と
学
生
と
が
非
常
に
団
結
し
て
活
溌
に
学
究
を
進
め
て
い
る
こ
と
だ
、
こ
れ
は
大
へ
ん
い

い
校
風
だ
と
思
う
、
帰
国
し
た
ら
中
国
と
関
係
の
深
い
愛
知
大
学
の
た
め
に
出
来
る
だ
け
の
協
力
と
援

助
を
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。 

馮
氏
は
同
大
学
を
挙
げ
て
の
歡
迎
に
終
始
笑
顔
を
も
つ
て
応
え
、
大
い
に
満
足
の
態
で
約
四
十
五
分
間

の
愛
大
訪
問
を
終
り
名
大
さ
し
廻
し
の
自
動
車
で
名
古
屋
へ
向
つ
た
。 

   

注 

不
二
タ
イ
ム
ス 

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
日
所
載
。 

  

華華
日日
辞辞
典典
をを
視視
察察  

 

【
豊
橋
発
】
八
日
愛
知
大
学
の
招
き
で
豊
橋
を
訪
れ
た
中
国
学
術
視
察
団
首
席
団
員
馮
乃
超
氏
は
同
夜

蒲
郡
ホ
テ
ル
に
一
泊
、
九
日
朝
九
時
か
ら
愛
知
大
学
を
訪
れ
た
。 

 

小
岩
井
学
長
、
松
葉
教
授
、
山
崎
文
学
部
長
ら
の
案
内
で
学
内
の
国
際
問
題
研
究
所
、
中
国
図
書
館
、

霞
山
文
庫
、
愛
大
図
書
館
、
華
日
辞
典
編
集
所
を
次
々
に
視
察
し
た
。 

特
に
華
日
辞
典
編
集
所
で
は
鈴
木
択
郎
教
授
、
内
山
正
夫
専
任
講
師
ら
の
編
集
記
録
の
説
明
を
熱
心
に
聴

き
、
郭
沫
若
氏
の
好
意
で
同
学
に
贈
ら
れ
た
単
語
カ
ー
ド
を
手
に
と
っ
て
興
味
深
く
見
学
し
た
が
、
内
山

講
師
か
ら
お
土
産
に
と
編
集
記
録
ア
ル
バ
ム
を
贈
ら
れ
た
。
次
い
で
学
生
参
加
の
講
演
会
に
臨
み 

 

「
愛
知
大
学
が
中
国
研
究
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
を
見
て
非
常
に
う
れ
し
い
。
国
に
帰
っ
て
中
国
人
民
に

こ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。
ま
た
愛
大
と
の
教
授
の
交
換
を
通
じ
学
問
文
化
の
点
か
ら
日
中
友
好
が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
よ
う
具
体
的
に
研
究
し
た
い
」 

中中
國國
学学
術術
視視
察察
団団  

副副
団団
長長
馮馮
乃乃
超超
氏氏 
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と
語
り
、
同
九
時
四
十
分
名
古
屋
大
学
江
上
不
二
夫
教
授
の
出
迎
え
を
受
け
自
動
車
で
名
古
屋
に
向
い
、

名
大
歓
迎
会
に
臨
ん
だ
。 

 

郭郭
沫沫
若若
氏氏
らら
関関
西西
へへ  

中
国
科
学
院
学
術
視
察
団
の
郭
沫
若
氏
ら
の
一
行
は
、
ひ
と
ま
ず
東
京
で
の
日
程
を
終
え
、
九
日
朝
九
時

東
京
発
特
急
「
つ
ば
め
」
で
関
西
に
向
っ
た
。
一
行
は
十
日
京
都
の
立
命
館
大
学
で
、
十
二
日
大
阪
大
学

で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。 

   

注 

朝
日
新
聞 

昭
和
三
十
年
十
二
月
十
日
所
載
。 
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「「
四四
つつ
のの
現現
代代
化化
」」
のの
中中
国国
をを
訪訪
問問
しし
てて  

図
書
館
事
務
長 

山
下 

輝
夫 

馮馮
乃乃
超超
先先
生生
にに
再再
会会  

 

日
程
も
終
り
に
近
づ
い
た
六
月
一
六
日
、
我
々
は
国
立
北
京
図
書
館
を
訪
問
し
た
。
高
校
生
（
高

級
中
学
）
の
た
め
の
閲
覧
室
に
当
ら
れ
た
交
流
会
場
で
劉
李
平
館
長
は
顧
問
馮
乃
超
先
生
と
副
館
長
丁

志
剛
先
生
を
紹
介
さ
れ
た
。
「
顧
問
馮
乃
超
先
生
は
、
大
学
卒
業
ま
で
日
本
で
過
さ
れ
、
中
山
大
学
副

学
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
」
。
馮
先
生
は
、
お
だ
や
か
に
か
つ
流
暢
な
日
本
語
で
歓
迎
の
挨
拶
を
さ
れ

た
。
中
山
大
学
副
学
長
の
職
名
は
、
愛
知
大
の
三
名
の
メ
ン
バ
ー
に
も
記
憶
が
あ
っ
た
。
「
も
し
か
し

て
、
国
際
問
題
研
究
所
の
壁
に
掛
け
て
あ
る
色
紙
を
お
書
き
に
な
っ
た
先
生
で
は
」
同
行
の
中
山
君
が

言
っ
た
。
休
息
の
時
間
、
私
は
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
に
お
ら
れ
る
先
生
に
近
づ
き
、
名
刺
を
出
し
愛
知
大

学
か
ら
来
た
こ
と
を
告
げ
ご
挨
拶
を
し
た
。
す
る
と
先
生
は
笑
み
を
浮
べ
「
私
は
一
九
五
五
年
に
愛
知

大
学
を
訪
問
し
、
中
日
大
辞
典
編
纂
室
を
た
ず
ね
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
生
方
は
・
・
・
鈴
木
先
生
は

お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
」
私
は
感
動
し
た
。
そ
し
て
中
日
大
辞
典
改
編
作
業
の
こ
と
、
鈴

木
名
誉
教
授
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、
又
大
学
は
中
国
政
経

用
語
辞
典
編
纂
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
一
気
に
お
話
し
た
。
先
生
は
「
そ
れ
は
、
中
日
両
国

人
民
の
友
誼
と
学
術
文
化
の
交
流
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
成
功
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
お
帰

り
に
な
り
ま
し
た
ら
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。
」
先
生
は
求
め
に
応
じ
て
ノ
ー
ト
に
“
北
京

図
書
館
馮
乃
超
”
と
サ
イ
ン
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
時
私
は
は
っ
き
り
と
想
い
出
し
た
。
私
の
学
生

時
代
、
中
国
学
術
代
表
団
副
団
長
と
し
て
本
学
に
来
校
さ
れ
、
私
も
学
生
歓
迎
委
員
会
の
一
員
と
し
て

豊
橋
駅
に
出
迎
え
た
こ
と
を
。
こ
の
二
十
三
年
ぶ
り
の
感
動
的
な
再
会
は
私
個
人
に
と
っ
て
だ
け
で
な

く
、
我
が
愛
知
大
学
に
と
っ
て
も
意
義
あ
る
事
柄
に
想
わ
れ
た
し
、
こ
の
任
を
果
せ
た
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
と
感
じ
な
が
ら
、
先
生
に
礼
を
し
て
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
を
離
れ
た
。 

 

こ
の
前
日
の
六
月
十
五
日
、
人
民
日
報
は
馮
先
生
の
親
し
い
友
人
で
あ
り
、
馮
先
生
が
訪
日
さ
れ
た

時
の
代
表
団
長
で
あ
り
、
愛
知
大
学
に
と
っ
て
も
係
わ
り
の
深
い
中
国
科
学
院
長
郭
沫
若
先
生
の
永
眠

を
報
じ
て
い
た
。
そ
の
場
で
馮
先
生
に
お
く
や
み
を
申
し
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
悔
や
ま
れ

て
な
ら
な
い
。 

 

中中
日日
大大
辞辞
典典
のの
ここ
とと  

 

南
京
図
書
館
蔵
書
数
四
七
〇
万
冊
・
上
海
図
書
館
蔵
書
数
六
五
〇
万
冊
・
そ
し
て
北
京
図
書
館
は
九

七
〇
万
冊
だ
か
ら
、
い
く
ら
書
庫
、
閲
覧
室
を
見
学
し
て
も
、
そ
の
中
か
ら
中
日
大
辞
典
に
お
目
に
か

か
る
と
は
予
想
も
し
て
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
図
書
館
の
「
工
具
書
（
参
考
図
書
）、
閲
覧
室
」

「
東
編
組
（
東
方
言
語
目
録
編
纂
）
室
」
、
北
京
大
学
「
文
系
教
員
閲
覧
室
」
で
活
用
さ
れ
て
い
る
中

日
大
辞
典
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
部
屋
で
、
河
北
大
学
日
語
科
教
授
許
淑
英
先
生
、

東
編
室
の
王
慶
元
さ
ん
、
又
後
に
述
べ
る
北
京
大
学
日
語
科
教
授
崔
栄
林
先
生
か
ら
中
日
大
辞
典
改
編

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
さ
れ
た
（
出
発
前
に
、
大
辞
典
の
今
泉
教
授
、
用
語
辞
典
の
近
田
さ
ん
に
取
り

組
み
状
況
を
お
き
き
し
て
お
い
た
の
が
役
立
っ
た
）
。
中
国
政
経
用
語
辞
典
の
編
纂
事
情
を
含
め
て
の
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報
告
に
、
先
生
が
た
か
ら
称
賛
の
意
が
表
さ
れ
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
。
そ
ば
に
い
た
中
国
国
際
旅

行
社
の
通
訳
さ
ん
か
ら
も
「
中
日
大
辞
典
は
、
私
達
の
分
社
に
も
三
冊
も
あ
り
、
大
変
役
立
っ
て
い
ま

す
」
と
伝
え
ら
れ
た
。 

 

〔
注
〕
「
愛
知
大
学
通
信
」
第
十
六
号
（
昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
日
）
所
載
。 
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中华人民共和国北京市 国立北京图书馆 顾问 

冯乃超先生： 

 

  今年六月参加日本图书馆友好之翼访华团的我校图书馆职员山下辉夫，中川桂一和中

山钦司访问贵图书馆时，幸得面晤先生并承多方指导。我们得知这件事觉得非常高兴。 

    1955 年您任中国学术视察团副团长来日时，蒙您特意访问我校，参观了我们辞典编

纂处，这对。我们是难忘的感激。我们所编的中日大辞典观在进行修改工作。兹谨奉上一

本，务祈赏收，并请批评指教。随函附上四张照片都是山下照的。请您收下做个纪念。现

在缔结了日中和平友好条约之际，两国人民的友谊和交流要更加增进。我们愿意通过学术

交流对于日中两国的友好有所贡献。我们甚愿以我校校长为团长的友好代表团明年夏季能

访问贵国。我校已向中日友协会长廖承志先生提出这个愿望。如蒙您从旁帮忙能实现访华，

我校感谢不尽。专此奉恳，即敬祝健康。 

 

爱知大学中日大辞典编纂处 

 

 

［注］山下図書館事務長から訪中報告を受けての挨拶。 
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「冯乃超年谱」 

前略 

 一九五五年 五十五岁 

 十一月二十七日 应日本学术会议之邀，随以郭沫若为团长的中国访日科学代表团离京

转道赴日。任秘书长。 

 十二月一日 从香港乘飞机抵达日本东京，受到热烈欢迎。次日访问日本学术会议。三

日访问东京大学。四日在箱根举行记者招待会。 

 十二月五日 访问千叶县。 

  十二月六日 回东京访问日本国会。又应邀出席岩波书店出版的《世界》杂志创刊十周

年纪念会。八日应邀访问早稻田大学。与日本老作家秋田雨雀互相题字留念。 

  十二月九日 往京都参观访问。次日出席在京都大学主办的欢迎宴会。 

  十二月十二日 到达大阪访问，出席欢迎茶会。次日访奈良东大寺。 

 十二月十四日 从大阪到冈山县访问。 

  十二月十五日 从冈山到达广岛访问。 

  十二月十七日 访问福冈九州大学。 

 十二月十八日 参观下关市和八幡市。次日由福冈回到东京。 

  十二月二十二日 出席日中友好协会等三个团体联合举行的欢迎酒会。晚离东京赴下关。

又赴爱知县丰桥市爱知大学与教师们座谈，并作题词：“为中日两国文化交流打好坚实的

基础。” 

  十二月二十五日 中国访日科学代表团乘苏联轮船 “力牙兹斯克号”离开下关回国。

二十八日返回上海，应召与郭沫若同赴杭州向毛泽东主席汇报。后作访问记《友谊的旅程》，

载次年二月四日《中山大学周报》第一三七期。 

 

後略 

 

〔注〕「默默的播火者」 2001 年 9月中山大学出版社「冯乃超诞辰百年纪念文集」中の

年譜より抜粋。 
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                                    讣  告 
 中国共产党优秀党员，无产阶级文化战士，教育家，革命活动家冯乃超同志，因长期患      
病不幸于一九八三年九月九日十一时十分在北京逝世，终年八十二岁。 
 冯乃超同志是广东省南海县人，出生于日本横滨，自幼在日本求学。早年在日本东京帝国   
大学读书时，加入日本共青团外围组织马列主义研究会，一九二七年回国参加革命工作，一九

二八年加入中国共产党。 
 冯乃超同志长期从事党的统一战线工作，组织工作和文化教育工作。他是文艺界早期从事  
革命活动的共产党员，著名文学团体创造社后期的主要成员；后又与鲁迅等筹组中国左翼作家

联盟，起草左联“理论纲领”。第二次国内革命战争期间，冯乃超同志历任创造社编辑，中国左

翼作家联盟党员书记，中国左翼文化总同盟党员书记，中共中央机关刊物《红旗报》编辑。抗

日战争和解放战争期间，冯乃超同志在周恩来同志和中共中央南方局的直接领导下，广泛团结 
知识界人士，为党的统一战线和文化宣传做了卓有成效的工作；历任国民政府军事委员会政治

部第三厅中共特支书记，中共中央南方局文委委员，重庆国共谈判中共代表团顾问，中共华南

分局文委书记。北平解放后，历任华北人民政府教育委员会委员，第一届全国政协代表，中华

全国文学艺术工作者代表大会代表资格审查委员会副主任。中华人民共和国成立后，曾担任中

央人民政府政务院文化教育委员会副秘书长，中直党委文教分党委书记，中央人事部副部长，

中山大学党委第一书记，副校长，中共广东省委委员，中共广东省委高校党委第一书记，北京

图书馆顾问。冯乃超同志曾当选为第一届全国人民代表大会代表，中共八大代表，广东省政协

副主席，第四届，第五届全国政协委员，第一届，第四届中国文联全国委员会委员。  
冯乃超同志是我党久经考验的共产主义老战士。大革命失败后，他放弃了在日本东京帝国 

大学的毕业考试，毅然回国参加革命工作，热诚投身于各个历史时期革命需要的工作。在十年    
动乱中，他备受迫害而坚强不屈，坚决抵制和反对“左”的错误路线。五十多年来，冯乃超同    
志始终以党的利益为重，忠贞不渝，立场坚定，正直无私，功成不居，埋头苦干，认真负责，

表现了一个共产党员的优秀品格。他在长期的革命斗争中，认真贯彻党的方针政策，团结同  
志，兢兢业业，为中国革命事业，文化教育事业做出了重要贡献。 

冯乃超同志虽多年患病，但革命意志坚强。他衷心拥护党的三中全会以来的路线，方针，   
政策，关心国家四化建设事业，直到生命的最后一息。他生前遗言:丧事从简，不开追悼会。 

特此讣告。   
                                                冯乃超同志治丧委员会  
                                                一九八三年九月二十日 

訃 告 

 

 中国共産党の優秀な党員、プロレタリア的文化兵士、教育者、革命活動家である馮乃

超同志は長期の病気のため、不幸にして一九八三年九月九日十一時十分に北京で逝去さ

れた。享年八十二才である。 
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 馮乃超同志は広東省南海県人で日本の横浜で生まれた。 

幼時日本で勉強し若年のころ日本の東京帝国大学在学中に日本共産主義青年団の外郭

団体であるマルクス・レーニン主義研究会に入会し、一九二七年に帰国して、革命の仕

事に参加し、一九二七年に中国共産党に加入した。 

 馮乃超同志は長期にわたって、党の統一戦線工作、組織工作と文化教育工作に従事し

た。彼は文学芸術界で早期の革命活動に従事した共産党員であり、有名な文学団体“創

造社”後期の主要のメンバーであった。後にまた魯迅らとともに中国左翼作家連盟の創

設を計り、その「理論綱領」を起草した。第二次国内革命戦争の時期に馮乃超同志は創

造社の編集者、中国左翼作家連盟の党員書記、中国左翼文化総同盟党員書記、中国共産

党中央機関誌“紅旗報”の編集者を歴任した。抗日戦争と解放戦争の時期に馮乃超同志

は周恩来同志と中国共産党南方局の直接の指導のもとで、広範に知識界の人を団結させ、

党の統一戦線と文化宣伝のためにすぐれた仕事をした。国民政府軍事委員会政治部第三

庁の中共特別支部書記、中共中央南方局文化工作委員会委員、重慶国共談判中共代表団

顧問、中共華南分局文化工作委員会書記を歴任した。北平の解放後、華北人民政府教育

委員会委員、第一期全国政治協商会議代表、中華全国芸術工作者代表大会代表資格審査

委員会副主任を歴任した。中華人民共和国成立以降、中央人民政府政務院文化教育委員

会副秘書長、中央直属党委員会文教分党委員会書記、中央人事部副部長、中山大学党委

員会第一書記、副学長、中央広東省委員会委員、中央広東省高等学校党委員会第一書記、

北京図書館顧問を担当した。馮乃超同志はかつて第一期全国人民代表大会代表、中国共

産党第八回代表大会代表、広東省政治協商会議副主席、第四期・第五期全国政治協商会

議委員、第一期・第四期中国文学芸術界連合会全国委員会委員に選ばれた。 

 馮乃超同志は我党の長年試練を経てきた共産主義の古参戦士であった。大革命が失敗

した後、彼は日本における東京帝国大学の卒業試験を放棄し、敢然と帰国し、革命の仕

事に参加し、熱心に各歴史時期の革命に必要な仕事に身を投じた。十年動乱の間、彼は

迫害をうけたが断じて屈せず、“左”の誤った路線を断固排除し、これに抵抗し反対し

た。五十余年にわたり馮乃超同志は一貫して党の利益を重んじ、忠節を変えず、立場を

確固とし、率直で私心がなく、功に甘んじることなく、仕事に没頭し、真面目で責任を

持ち、共産党員の優秀な品質を表している。彼は長年の革命闘争のなかで真剣に党の方

針と政策を貫徹し、同志と団結し、刻苦勉励し、中国革命事業や文化教育事業のために

重大な貢献をなした。 

 馮乃超同志は長年病を患ったが、革命の意思は強固であった。彼は真心から党の第十

一期中央委員会第三回全体会議以来の路線、方針、政策を支持し、国家の四つの現代化

の建設事業に最後の息をひきとるまで関心を持ち続けた。彼は生前に葬儀は簡素に、追

悼会を開かぬよう遺言した。 

 ここに訃告する。 

                    馮乃超同志葬儀委員会 一九八三年九月二十日  
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忆忆何何林林                                        朱朱维维之之  

  

我和何林同志为君子之交共三十六年。1952 年全国高等院校调整时，我和何林同志都

被调到南开大学中文系来。他从北京来，比我早到两个多月，是系主任。我从上海来，人

生地疏，高教部跟我接洽的洪久同志向我介绍了南开的情况，特别提到李何林和李霁野等

同志，告诉我，到南开并不会寂寞。民盟中央的同志也向我介绍了何林同志，得知他的爽

快直谅的性格。我到校之后，打算第二天就去见何林同志，不料他在当天晚上就先来看我

了。听到剥啄一声，我马上去开门，只见一位中等身材，衣冠整齐而精神饱满的同志站在

门口。不等我开口，他便自我介绍：“我是李何林” 。我们一见如故，谈得很合拍。我把

民盟中央同志的话告诉他，他知道我也是民主同盟的成员时，十分高兴，觉得多一层同志

的关系，当能更好到地合作。他的话干净利落，把中文系的简史、师资情况、课程设置等

情况介绍之后，很快就谈到我的具体工作，依照我的愿望，作了妥善的安排。这一简短的

会见，便显示他的性格和为人，没有架子，没有官僚主义，没有虚伪的客套，对人真诚，

办事利落，说话不噜苏而讲求工作效率。  

我未到北方来之前，在上海早就知道李何林这个名字，主要是由于他的著作《近二十年

中国文艺思潮论》（1940 年，生活书店出版）。这书之所以能引起我的兴趣，是因为跟我有

同好。1926−1927 年之间，我还是学生的时代，曾写了一篇《十年来的中国文学》发表在

上海《青年进步》月刊的创刊十周年纪念专号上，虽很幼稚，也可算是我国新文学运动最

早的历史性总结的文献之一。1939 年，我发表了《中国文艺思潮史略》（先后由长风书店

和开明书店出版），虽不够成熟，详尽，但也算是最早专论我国文艺思潮史的专著之一。

在 1940 年以后，见到何林同志的这本辉煌巨著，觉得分外高兴，引为同好：一、都做过

新文学运动历史小结的工作；二、都注意到文艺思潮史的发展。不过他和我的側重点不同，

他側重在政治社会的变迁和文学思想的斗争史等文学外部的研究；我所侧重的是创作方法

和风格等文学内部的研究。 

其次，关于古典、浪漫、现实等流派或主义在中国近代发生与变迁的时间，我们之间也

有不同的看法。他认为欧洲从十八世纪以来二三百年中文艺思潮变迁，都反映在我国“五

四”以后的二十年中，但有程度和性质的不同。我却认为：宋元以来是我国资本主义因素

发芽而缓慢生长的时期，这些思潮在中国和欧洲的发生、发展, 几乎是同步的。从十四世

纪，即元末明初，开始盛行古典主义，直到十六世纪的明末，共约二百年。浪漫主义思潮

盛行时间较短，只在明清之际，就是十五世纪末到十七世纪初一百多年间风行。现实主义

则是从清以来，则从十七世纪至今，将有三百年的历史了。现实主义是世界文学的主要流

派，其间又有各种不同的区别，随时间的不同而变化。 

关于这些不同看法的问题，在我们共事的三十六年中，该有充分的时间来交换意见，必
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要时还可以争论一番。但是，这三十六年的宝贵时间多半花在政治运动、学习、斗争和批

判中，连备课的时间都不够，谁还有闲情逸致来重提自己过去的旧作呢? 并且为我来南开

大学后，第一年参加古典文学教研室的教学工作，第二年因为现代文学教研室人手不足，

在何林同志的多次劝说下转到现代文学的教学工作，第三年又因教育部的新规定，中文系

要添一门“外国文学”课，我便受托负起这个新的任务，三十四年来一直和外国文学打交

道。况且，我们这些解放前出版的旧作在大陆上都停止印行了；在“文革”中，我们同受

打击，只有受批判的份,哪有讨论的份? 

在拨乱反正以后，何林同志的《今二十年中国文艺思潮论》于 1981 年在西安重新出版

了，我的《中国文艺思潮史略》也于 1978 年被香港青年出版社原版重印。据读者反映，

说是有启发性，只嫌太简略了，希望能充实些。于是我在 1985−1986年间抽空把它重写一

过，字数增加了三倍半。1988 年由南开大学出版社出版；正可与何林同志详细商讨时，他

却撒手去了, 真是遗憾。 

回忆过去三十六年中，我曾和何林在同一教研组，一同上课，互相听课，互提意见；一

同学习、讨论、一同下乡搞“四清”，同吃、同住、同劳动，一同指导可爱的农村小青年

们学写文章,一同受“四人帮”的打击、迫害,一同打扫厕所,一同下乡接受贫下中农的再

教育。我亲眼看见他在工作中表现的直爽的性格，亲眼看见他如何对系里行政事务的负责

认真，对同事们的生活、学习、思想等各方面的关怀，也看见他如何争取入党，如何作思

想上的斗争。处处表现他的认真、爽直性格，甚至在患难中也保持这个可贵的性格。例如

在学生宿舍里打扫厕所时，他也一丝不苟地把积垢很厚的便池擦洗得洁白精光，有些便池

变得全黑了，积垢非用刀刮不掉，我们又不许身带刀子，他便用拇指甲去抠，把黑便池抠

白之后，还加以欣赏。在这个情况之下，他还敢于提出意见，说爱护公物，讲求公共卫生，

对每个人都有好处。听见这话的几个学生较为通情达理，他们不做反应，那就是黙然承认

何林同志的认真爽直。 

何林同志去了，他的性格和事业永远留在后一代人的心中。 

  
                           1989 年元宵节    

     

〔注〕『李何林先生記念集』（北京魯迅博物館編 天津人民出版社 1996年 4 月）所載。 
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